
















































































































































｝‘■←●．｝i，■1＝＝＝コ己］〔己［i−b・…1個……・1式…・…1個…・…1式］｛iパ‘�d∵∵τ7スラ1’“：’，一「”　ス・▽HTl　L　．　　「へ〆バJj4’．一一一菱　携撒冊晶屯氣　鋸Nk　　　　　　　　　　　　　　　／今回，當杜にて亮成した携群用電氣鋸は，從來の非能率的な手挽鋸にとつて代らんとする新製品である．本丈は先づ外國の諸會粒の電氣鋸の諸例を紹介し，その諸元と概略を示し，次に携牌用電氣鋸の具備すべき諸條件並にそれ等に劃L實際製作Lたものの構造を詳細に説明L，更に木工用丸鋸に就いて詳述した．叉，完成Lた製品の試験成績，取扱方法及び使用上の注意につき述べたものである．f　　　　　　　小　堀　富　次　雄、名古屋製作所　　　　　　　佐　　合　　頑　　作＼L�dLV1．緒言　各方面に於て琵業復興の叫ばれる今日，全國420萬戸と　穂される職災疎開家屋の建設こそ建築界に與えられたる　將來，否，明日にでも解決すべき重大課題の一つであろ’　う．’　　吾人の記憶に碕新しい關東大震災叉は阪諦，關東地方　の風水害等比較的局部の災害による焼失，倒壊家屋の復　興にさえ敷年乃至十藪年の歳月を要している所より考え　れば今後の復奮問題は目下各方面に直面している資材努　力の不足と相まつて，眞に容易ならざるものである．　　家屋建設の陰路の最大なるものは資材勢力の不足であ　る事は言を侯たないが，更に建物の標準化，用材建具等・　の規格の強化，並びに工作方法の簡易化等は復興を促進　させる重要なる要素と考えられる．　　　　も　　三竣携幣用型電氣鋸は當冠が多年電動工具の製作の羅　験に基き職災復興の一助にもと考え開裏試作完成した新　製品で大士・指物作業に携帯して，從來の非能率的な手　挽鋸に取つて代らんとするものである．　　　　12．携帯用電氣鋸の用途及び外國の實例携帯用電氣鋸は大工指物作業に角材・板材を切薗するに使用し從來の手挽鋸に比較して作業時間の短縮，作業能奉の増進及び疲努の減少等を圖ろ5とするものである．　從來我國に於てはこの能奉的な携帯用電氣鋸も勢賃の低額，勢力の過多加うるに科學的常識の貧困さ等の原因に災されて，殆ど見るべきものとてない様な欣態であつた．　　　　　　　　　　・　一方，米國等の例を見るに流石能率一鮎張りの國丈に木工具，特に電氣鋸に至つてはBlack＆Decker，　Stan−ley］Skil，　ThOr，　Mal1等夫々構造上特徴を有するもの．を各硅各様に製作し鋸双の直径でも6，8，10，　12，ユ6吋’等の種類があり，夫々切断條件に鷹じ，供給している實歌である．第1表ぼ入手出來た午鮭の型録，資料より得られたものを表にしたもので，．これより携幣用電氣鋸の秘べ舗元の麟が得ら泌と思う・　　　　　・IS　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　−：5．携帯用電氣鋸の具備すべき條件繍用箒鋤具備すべき蠣條件を殼て見。t。”　i（ア）使用者側に圏しては，便利で構浩簡軍で丈夫で故障　　第1表　米國著名會杜の携零用電氣鋸の諸元　、「　　，番號123飾・醐罐鷹旛Black　＆DeckerSkilSTAN　LEY6　30008　25009　250010　25006　2i）on10　270012　2500下一30（亘7　300012　2500口6250旦4丁双Thor634CO一互6　3900　％8　3200％9　3000　％10　300∩　112　25b｝百零・司螂幣　110　220250tA．C・orD．g・〃瓢コ10v14A　110　220250VA．CorD．C，一一〃1％　8．22％11．7−　　12．〃f百o（癒1一厚3％．15．0灘1’12　OOOIlloVA・c・rl）・c・1％　6．7　　　　　”　　　　2　　7．3一万一’＿〃ニー一！1‘〃〃　4−6…百工20．0頭2一蒋賀荷用壷麺“　〃　〃　〃2x3．64ilss8万　　　．一3＿10・0　　　・・巖｝；：1・　i10VA．C．220V　　orD。C．1％62一　　　、53000110V　l1A2％9．1一A110V　220VA．C。orD．C．2炉9．6Mall　l6％88％91012〃310β、tl3％13．91〃416．41（1）1、ビす　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ち　トやにアこ　　　　　　　へれ　　　コづ　てロぱ　　、”f，トlll　1’・鴎�f轡中でも鰍切であ・・．　　．ζウ）鋸双の取替え容易なる事　　　　　“｛　　（エ）鋸双の径の選定は最も使い頃の寸法である事．ミ‘「一．　　（オ）製品重量の輕い事．已　　（カ）騙動電動機は小型で強力である事　　　（キ）回韓する鋸又に蜀する危瞼の全然ない事．　t，（クma合によつては据置型としても使用出來るものであ　　　　　る事．r．1鎌；�l麟ご�f灘藷�l2�c　　　い．（キ）の回轄鋸双に封する危瞼のない事は勿論大切な　　　事で使用後でも鋸双は慣性で暫くは回轄し績けるもので［・1　，1…あるがら直ぐ床に置くとき畷先を傷め碑となり・又　　　作業者に不時の傷害を及ぼす危瞼があるから適當な保護tl・‘、：，1　　　　　　　　第1圖　　　カバFを取付け使用してな　：　い場合は必ず鋸双を安全に　　　・保護し，切断するときのみ’　　自動的に保護カバ←が移動　　　して鋸孤が表われる様にし　’　　なければならぬ．3ζ，その　　　　　　　　　　　　　ゐ　　　動作は絶濁確實に働くこと　・　が大切である．へ　　　（ク）の据置型としで使用す］e　　る場合は電氣鋸の双を上に　　　向け，据置墓に取付け，木S・　　　材を動かして輕快に切断赴　　．來るのであるが，元來携糟　　　用のものでは携響に便利な　　　る様小型輕量を先づ第一・目　　　標としている爲，随時，据〉”　　置型として使用は出來る　　　が，當冠としては飽くまで　　　携帯用として使用して頂き2（2）SS−8B型電氣鋸側面圖．−r．’「L”　「’　　　　　t、　’＼　’：−r−°＝一・計　　t／三、　ジい‘たい．永績的な据置型としては．電動機歯車等必ずしも・小型輕量を要せず，別に考慮したいものである．　　　　　・4．構造’第1圖第2圖は完成されたSS−8B型8吋電氣鋸の側面を示す爲眞である．吹に第3圖の構澄説明圖により構澄を説明する．（ア）電動機部分本纏�@は総て輕金麗で製作してあるので重量が輕く，從つて取扱いも容易である．電動機は軍相交流100ボルト5σ／60サイクル用直巷整流子電動機であるから小型で然も強力である．電源は家庭用電燈線から取れる．自己通風型で冷却7アソ�Aによつて有効に風を導くから温度の上昇も低く，叉，風の入口には細い金綱�Bが張つてあるので鋸屑の入る心配はない　）令tpフアン第2圃、SS・8B型電氣鋸側面固　　　軸受には球軸受及び筒軸受　　　を使用し給油は充分にして　　　あるので度々補給する必要　　　はない．電動機はその性能　　　上回韓敷は1邸00回／分以　　　上となつている．界磁線輪　　　電機子＠�D等は特に高速度　　　回轄に蜀する絶縁が施され　　　ているt−　　　（イ）歯車部分ド第3圖　三菱携帯用SS−8B型電氣鋸構造圖電動機の高速回轄を鋸双の回轄に減速する爲には，第4圖に示す様なハスバ歯車�E�Fを操用した．この種の駆動電動機の回轄を軸と直角方向に減速するには，一般にウォPム歯車が使用さ　　　　　　　　　　　　へれるが，今回探用したハスバ歯車の材質は共にクロ←三菱電機・第22巷第1號・JANUABY　19481‘烹三π丁7すニー二　ξ7ら1　　vτ一淳三’るトロヨエ．ミ　　　Lムモリブデソ肌焼鋼である爲，硬度高く，ウt　・・ムギヤt・・を使�`用した場合に比して磨耗は遙かに少く効率も著しく優れている．軸�Gは高速度の爲，油の潤滑には愼重な考慮が携われハスバ歯車の使用と相侯ろて，歯車の効率を著しく良好にしている．（ウ）スイッチ部分　’スイッチ�Hは握り式でハソドル第4圖ハスパ歯車　　　　　　部分�Iに取付けられ，ハソドル部分を握ると同時に回轄　　　　　　し弛めると停止する機構の外に握つてからストッパー�J　　　　　　を押すど握りを弛めても筒回韓を績ける機構を備い：い　　　　　　る．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　（エ）鋸叉カバー及び保護カバー　、　　　　高速度に回韓する鋸双�Kを安全に覆い且鋸暦が飛び議る　　　　　　のを防ぐ爲に鋸叉の約孚圓周に及ぶ鋸双カバー�Lが本腰　　　　　　に取り付けられている．鋸双力？〈　e一の側面にほ鋸双の回　　　　　　轄方向を示す赤色の矢印が鮮明に表されている．叉，鋸’t　　　　泣の保護と作業者の不時の傷害防止の鳳保護カバ←�M　　　　　　が具えてある．保護カバpほ未使用の際ほ鋸叉カバーと　　　　　　共に殆ど鋸匁の全圓周を覆つているが切断し始めると同　　　　　　時に保護力・・一は開かれ，劔かマーの内側畝り切麟　直　　　　　　後ほバネ襲置で自動的に元の位置に戻る様になつている　　　　　　厚さB．W．G．18（t．245粍）のもので，鋸弧の材質として　　　　　で　タ　　’　　　は，從來木工用として工具用炭素鋼が廣く使用されてい　　　　　　るが，磨耗の鮎を考慮して特殊工具鋼第2種叉は第5種　　　　　　を使用し，焼入，歯振（アサリ）及び目立等は充分吟昧し　　　　　　ている．　　　　　　　丸鋸に就ては吹章にて詳述する．筒，丸鋸の吸を軸に支　　　　　　える部分に所謂万頭と構するフランヂ付ナ“1ト�Nを使用　　　　　　するが携樽用電氣鋸の様な歯車箱と丸鋸との簡隔の短い　　　　　　ものではこのナットの径により最大切噺寸没ぼ揮えられ　　　　　　その寸法は双径の約1／3となる．故巳8吋の叉径では最　　　　　　大切断寸法は約21！2吋（65）粍となり，板材3ζは角材を　　　　　　切噺する場合に爾面より切薗するものとすれば，最大切　　　　　　断寸法の2倍副ち130粍の厚さまで切り落せる鐸であ　　　　　　る．而してこの寸法は双径の約2！3に相當する．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L　　　　　　（カ）吊リ手　　　　　本機は比較的輕量であり，重量は切断する場合，切箇さ　　　’　　れる木材にか入つて，作業者は輕く押す丈であるが，蓮　　　　　三菱携番用SS−8　B型電氣鋸◆小堀・佐合績使用の場合を考慮して本剥の重心に相當する個所には吊り手�O麟とり付けられ引つか’けて吊り乍ら作業する事が出　　・來る．（キ）案内審鋸奴と直角方向に本題にとり付けられた案内墓�Pは亜錯メ　トッキされた厚い鋼板製で狂い　．を生ぜずに板を垂直に切断出來る・叉切断の深さは加減装置の蝶ナット�Qを弛める事により調整出來る．案内墓には鋸双の切断方向を明確に　、表わす爲赤色の案内線が引かれている．　　　”（ク）キャプクィヤ・コード強靱なゴム被覆されたキャブタイヤ・コ←ドは挿込プラグ付で5米の長さがあるので，廣面積に於ける作業が出來，且破損の恐れがない．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　s／　・”215．木材と木工用丸鋸　　　　　　　　　　　　　　v・　．−1（ア）木材の組織木材の構遙配列を見れぽ，硬木類は極めて複雑であるが　・軟木類ば一般に略々均一な構澄を有し何れも細長い筒状細胞よりなり，その塞隙は腔でその申に水分及樹液を含んでいる．材質の主成分はセルローズ繊維素で之に接含・　V成分としてリグニソその他非繊維素分を有している．是　　t．等の細胞は集東して存在し箪一一細胞よりなり，軍一細胞の大さは樹種により異なり，その長さは針葉樹より潤葉．樹の方が遙かに短い・叉その断面よりは木口，柾目及び板目の三種類に匿別され，各断面は物理的3ζは機械的に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　w　、’夫々異なる性質を有し，その構篭配列3ζは外観にも形態性状を異にしているのである．賓際には以上の木材を乾燥して大工・指物その他建設用材として使用する鐸である・　　　　　　　　　　　　∵（イ）木工用丸鋸　　　　　　　　　　　、　　　　t’1　t木工用丸鋸は大別して縦挽用，横挽用及び散目用（パラ　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．ノメ）がある・更に細別しては切断する材質により，堅木用，軟木用3ζほ生木，ゴム質の木，或は工作上よりは，　　　．、溝切り用，柄穴用等あり，夫kの目的に鷹じ各製作所にて濁特の歯型を操用している現欣である・　木工用鋸には歯先を一枚毎に反野側に僅かに折曲げる歯振（アサリ）を必要とする．之ほ木材の組織が前述の様に非常に複雑で鋸挽される場合繊維の切断により丙部麿力の不均衡を來たし，切口の幅が縮少したり，樹脂，樹液或は鋸暦が鋸吸と木材の切口の閲に挾まり摩擦が大と　　　．なるのを防ぐ爲のものである．　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3）　3ピ凝lil，　　　　ミ：べ「言　一�n・�n’．11　∨、　．N’�l　ぺ．i’“．t，．．t　、｝�d！’三�n翼璽�f願籔：麓璽；‘‡ζ霞巳し紅融鋸で綱・組織が極めて複雑であ・爲c欝憲鶏�f三晶驚驚；馨鷺翼麓｝、作用嚇挽暢合よ咽齢その灘を挽切。爲噛　　　型は恰も切出し小刀の様な「ナイフ・エッヂ」を有するlt．　　　歯を一枚とし，交互に配列したものである．以上を固で　　　示すと第5圏の様である・、＼＼N＼1’「f三言1丁・τ亭二｝町．．戸・・　　“「□�nう�k1で一恥〜’□・　イ　　／　　　　　　　e・…　　　　　　　　　　　　　　　　　　　N‘’？＾｜｝．∵∫　L’（の縦挽鋸の断甲＼こへ’　　ミ、ミこごs・　　猷＼・楽＼ぐ（b）横挽鋸の断面a　歯鉤角bt　”　（但し横く鍵の場合）C：歯先角ノnJ　上歯角より優れた切断性能をkすものである．叉，手邊り速度に付いても同様の事が云える課で第3表は切断速度と手蓬速度のその大饅の範園を示している．歯鉤角a〃　　b歯先角c上歯角β歯振の程度歯の大さ鋸の厚ざ縦　　挽　　鋸堅材1軟材10°特に堅いものには12°位40ウ〜65°15°〜40’10ゴ〜25°40°〜55’10°〜40°軟材及水分の多いものには多くし堅材は比較的小さい方がよい横　　挽　　鋸堅凶軟材10’O〜7D10°〜25°e．v7°55°25’55elO°一一25’左より多くとる一般に縦挽よりも横穐の方が歯が細い歯の細い方が挽いた面は綺麗である6吋〜16吋径の圓鋸では厚さはB．W．G．＃16〜20で径の大きいもの程厚さは厚く堅木用叉は節のある木程厚くする．’　　　　　　　（C）鋸歯の角度　　　　　　　　　第5圖　鋸歯の型　　　實際には縦挽叉は横挽と云つても完全に木理に平行叉は’　　直角に挽切る場合よりも或る程度斜めの場合が一般的で、・　ある．　　　　　　　　　　、　　　　縦挽横挽爾用の散目鋸の歯としては以上の諸融より縦　　L挽横挽歯を混合した歯型で，歯は横挽鋸より大きく歯振　　、も充分に取つてあるので縦横斜めの何れの方向にでも切　　　．挽る事が出來る．�`（ウ）旙の鯉歯振及び切削鞭ぶ　　、吹に鋸の歯の角度に付き示す乏第2表の様である・　　　第2表は大豊一般用の丸鋸の角度を示すもので縦挽鋸の当ず鞠角ら扶きく鵬歯の前方を傾けれぽ夫れ丈鏡くよに一｝，「　　’1、　’く切れるが切口を椅麗にするには特に傾きを少くし，歯敷を多くした方がよい・紫檀．黒檀等の硬材用には歯鉤角をbの如くむしろ前方に12°位出す方がよい．一般用　　　　　　　　　　　　　グとしては歯鉤角a　・＝　15°位にとる．横挽鋸では繊維を切る爲歯鉤角bを前方に出す．　吹に丸鋸の切れ味は切創速度に大いに影響する．縦挽横挽により叉堅材軟材により適當な切創速度を選べば，、4（4）　　　　　第2表　丸鋸の，歯型　　　　　　　。（エ）丸鋸の切創馬力　（第6圖）簡里の爲に一枚の歯にて木材を切創する場合を考える．s’一逡り速度（粍t分）　　　　　　　　　　　」∫＝丸鋸1回韓の逡り量（粍）とすれぽ　　　　f　　f”　　fx＝rl−＝？2cr　　∫e＝　∫gsin　9次にろ＝有効切創幅（粍）とすれば最大切創面積Fs＝b．fe（卒方粍）　　　　　　　　　　　　　　　、P・・＝切線方向の切創力（班）Km＝比切創壁力（妊／干方粍）fu＝＝asfuの通過する切創長（粍）とすると一一’esの仕事量Ax＝P”・∫u＝F81＜m・∫u　　　　　　　　マ　　　　　＝b．∫θ」ζ励．∫炉b．∫琢£i口κ椀fu……（1）然るにθを含む切創長fue＝rdθに勢する仕事量はd　A．＝bf。　K．　sin　e　zde・・，牟晒・∫1・・・…　　−bf。　Km　r（1−COs・q）然るにcos　OP　・1−a　但し：a＝：切込深さi（粍⊃　　　　　　　　　r三菱電機・第22巻・第2◆號●JANUARY　1948fll．1べ・t、下言℃�nご研“驚市弍二∵�n�nヌ＝三二17一τ�n’パ：≡后：バざ、’∴A・・−bf・・　K・・r（・一・＋：）−bfa　Kmaa．b．Km　f’、gn故に切艦力賑鑑：≒蒜「’一・…（・）μ＝効率　とすれば所要電動機馬力Nm＝a．b．Kmf’又は切創墜力　Km＝μX45002V7m×μx4500・・…（3）a．b．　f’・・…（4）（4）式のa．　b．∫’は1分間に創出せる鋸屑の容積を示すものである．μ＝O．・”・N・0・7位と假定して第1豪の責料の，中より電動機出力と最大切箇厚さを（4）式のNmとaにあてはめ，b．f’等を第3表より求めて計算するとKmの値は吹の様になる．　　　　、　　Km＝（0．26〜1．2）×102妊！干方粍このKnvの値は6吋乃至16吋程度の携帯用電氣鋸に適切断速劇米！分）1手鷲嘉度る試験成績である．特性曲線より］00ボルト，60サイクルでは所期の出力300ワット，回韓敷3，000回／分となつている・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　�jC最近の電力事情を考慮して90，80ボルトの場合を試験し　　｝“　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ　　　ストたが何れも相當の出力の鹸裕を示している．　　　　　　　川第4表ぼ實池試瞼を横挽縦挽につき行つた結果である・　　�d表は早く切断する爲には電流値が木となる事を示してい　　撒る．例えば横挽試験で同じ板を切断するのに番號1は所要時間7秒，電流干均値7．5アソペアに野し番號3では　　117秒かsり電流雫均値は少なく．6、0アソペアとなつてい’る．相當早く切断してもその爲に特に出力を減じたり，切り難くなる事はなかつた．　　　　　　　　　　　　　　1t7．使用方法及び附属品で二・∵一一磯　　　　　　・児　　　　　　　三・：　　　　　　　　　．i（ア）使用方法特に熟練を要する事なく，誰でも容易に使用し得る．一右手にて後方ハソドルを握り左手にて手前のハソドルを堅　材　　1ρ00〜2，000縦　　挽　並軟材　　1，300〜2，400，2．0〜5．0軟　材　　2，000〜4，000横・　挽堅　材1，000〜2，000軟　材1，000〜2，0001．0〜4．0　　　　　　　　‘　　　第3表　圃鋸の切断速度及び手逡り速度懸する値であつて，實際には丸鋸と木材間の摩擦も考慮　　　　　　　　　　　　　　もに入れた値である．営祉のSS−8B型電氣鋸ではKm＝0．4×102妊ノ干方粍　　　．、’”　l　　s6．仕上並びに試験結果（ア）仕　　様品　　　名．　携帯用電氣鋸型　　　名　　SS−8A型電　動　機　　阜相交洗直巷整流子型電　　Pt　100　kルト周　波　敷　　　50／60サイクル鋸双の径　8吋（203粍）鋸匁回轄敷　　3，000回1分出　　力　300ワット電　　　流　　7．0アンペア最大切箇厚さ　約21／2吋（65粍）製品重量　8．0駈　　　’（イ）試験結果第τ圖は交流100，90及び80ボノ1ト60サイクルに於け　　　　　　、　　　　・三菱携帯用SS−8　B型電氣鋸・小堀・佐合■■　　　　第6圖　丸鋸の切削作用支え，後方ハソドルを握れば鋸双は側面の矢印の方向に回轄する．回轄せる鋸匁を板に當て，案内豪を切断すべき板の上の豫め罫引された線に浩つて，静かに押し進めて切箇する・切断の深さは加減装置の蝶ナットを弛める事により加減　　’出來る．切齪の深さは板の厚さに懸じて加減し板の厚さ　　□より5粍程深くすればより優れた切断が實施出來る・　　　’・，鋸双の取替えはフランヂ付ナット（所謂万頭）を標準％　．吋スパナーにて挾み「ユルメ」の矢の方向に廻す事にょ、り臓・行劫る・又・の電羅斑拙・向け獺　］墓に取付け電氣鋸を固定し切断すべき木材を移動して連　門績に輕快な作業が出來る’倫この際は握リスイッチのス　・�_1トッパーを押して連績回韓されるのである．　　　　　　　、（5）5●，・、〆1’9已：ぷ川’ば1；li’：、：1　　　　　i，ぷ　LII，　�_、　　　　　　　↓贋で7yニーてごご’”」：1．fi1−　　　　　　　sドニ1ビ　　　　　，じ，、　能出回芙逐50’45・40t　’　　35苫、1・・　　30t「　　　25t20／51et’1｝＼、”・t・＝P鰻力転　　　’今致1・一一一一一一一＝一一／00ボルト90ボルト　0ボルト1　：一｜・’肉　　　　　li率11一据、；双川回肝二　ト・｝！　　　�d　　　　　’ト数　・　仁転　、＼ノ”fL＼�_ζ1’，’＼　’ミ、’00　1　＼1］、“　flt／！’’’出力1　　　γ　、　　　　‘　7ノ1・／♪、　　、壁’、、こ、べ　　、，’／　1、、、’、＼500／、0　／　2　3　4　5　6　7　8　9／0”／2　　　　　冒荷電流（アンベア）第7圃　負荷特性曲線re墜　100／90／80ボルト　　　　周波藪60サイクル　ヘ　　　　　　　　　　　　　　コその他，使用者側にて種々工夫する事により，横挽縦挽，1−、一一で　�_・τ・　　ガ　　ーこ・一’二・丁一一一二Fご7二：は勿論の事，ホゾ作り等の作業に能率を上げる事が出來る．〆（イ）附属品1．縦挽横挽共用8吋丸鋸双　　　　　　2枚2．挿込プラグ付キャプタイヤコ←ド　5米3．％吋スパナー　　　　　　　　　1個4．取扱説明書　　　　　　　　　　1筋その他，御希望により据置型として，御使用の場合には据置墓も用意してある・8，使用上の注意　　　　　　　　’（ア）挿込プラグの挿入法挿込プラグは正確に弛まぬ様にコソセソトに挿込む事．侮その前にスイッチのストジパ←が入つていない事を充分に確める必要がある．（イ）保存方法携帯用電氣鋸を保存されるには成るべく乾燥した場所を選ぶ事，潟氣のある土間や床の上に放置すると電動機部分の絶縁を劣化し思わ嶋故を生ずる事がある・　　番’　　號丁　　一2　　　c−3一所間艶71117呼1・｜・国・6レ電　流　値　（アンペア）5　　75　　65　5．57　　7．5　　　8　　8．56　　65　7．2　7．35．7　　　6　　6．2　　6．39．5丁丁電流卒均値（アンペア）7．56．66．0　（ア）横挽試験　　　　　　　　　幅260耗註1．逼分とは長さ260粍を6等分し各鮎に於け　　る位置を示す・2．以上と同寸法の木材を参考の爲手挽鋸にて　　切断せる所，全力を畢げても20秒以上を要t　　し作業を績行する事は到底不可能であつた（ウ）使用場所　　　　　　　　　　’“使用場所は水滴の落ちる所や著しく水しぶきのかXる様な漁氣の多い場所以外ならば屋内屋外を間はず何れの場　　　　　　　　　　e所でも差支えない．　　　　●（エ）電　　源　　　・電源は一般電燈線の交流軍相100ボルト50／60サイクル用であるが直流100ボルトでも働き叉電堅は85ボルト位に低下しても充分使用出來る・�b（オ）鮎　　槍急に不具合になつたときは先づコソセソトから挿込プラグを抜き電源との接績を断つてからスイッチ部分の接胸とか，コ←ドの取付個所，炭素刷子の磨粍軸受の給油状態を酷検すればよい．9．結所要時間　（秒）電　流　値　（アンペア）言番號切り込みの初め　　　51鞠⇒最大値1　　　156・719・・いゴいゴ：�d，’・1…158TO．0｜’‘r：1ご　バ（イ）縦挽試験　杉材’厚さ29粍　長さ500粍第4表　實地試駿（］00ボル・ト60サイクルにて）6（6）以上述べた様に，携帯用電氣鋸は一先づ完成したので今後は更に改造を加え，より一属良心的な製品として御使用願いたいと思つている・鋸双の径の選定も8吋のみが万詣と云う課ではなく，その用途或は需要の程度に鷹じて更に小さいもの或は大きいものに就いても橡討する筈である．當赴は從來，木工具は除り取扱わなかつたのであるがこれを機會に更に携帯用電氣角のみ，電氣鉋等の木工其シリFズを完成したい意向を持つている．　　三菱電機・第22巷第1號・JANUARY　1948●＼、＼1ii1‘Y−　　＿jlTn　　　　　　「　T．Lご�`・　、、、　　　　　　　　．x、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　H　　　　　●｝，一　．：∴∵．邪　　　　　　⊃．　三r　　　　レ　　　　　　　　　　ー　．　〆う毛細　管による冷　媒　制御方　式c家庭用電氣冷藏庫の冷媒制御方式とLて使用されている各種方武中，最も簡軍な毛細管方式を探用するに當りその寸法決定のため行つた實験結果及び毛細管方式による家庭用冷藏庫の諸特性について報告Lたものてある．　　　　　　　　　　　　　　　　　　°　　　　　　　　　　　　　1，t1．緒言、　家庭用電氣冷藏庫の冷凍式として現在廣く實用に供され　ている方法は墜縮式と吸牧式とであるが，之の内璽縮式　は最も廣く且つ古くれら使用されている方式である．　之の方式は外部より機械的エネルギーを加え璽縮機を蓮：　轄して冷凍作用を管ましむるものであつて，この方式の　冷凍サイクルは蒸護，墜縮凝縮，減堅膨脹，の4つの　行程に分けられる．　　減歴膨脹装置は又冷媒制御装置とも呼ばれ之の方式に　は種々あるがこれらはいつれも蒸護器に流入ずる液化冷　媒の制御に用いられ高麿側と低麿側の墜力差を生ぜし　・め，これに依り蒸登器に於て低い温度の沸騰酷が得られ，　之れに依つて冷却作用が管まれるのである．第1表は一　般に使用されている各種冷媒制御方式を示したものであ　る．之の他毛細管と同様の目的で雄ネヂと雄ネヂの間隙　に冷媒を通す方式もあるが，名古屋製作所　　月艮　　　　　吾B　　　　　　　謙　　　，．1：當所に於て現在製作致しているMR　一一ユ50型冷藏庫も高璽側浮辮方式に代り毛細管方式を採用して好結果を得て　　　「いる．吹に本冷藏庫の仕様を示す．MR−　J50型家庭用電氣冷藏庫の仕様（1）庫内犠責　　　　　　0ユ56m3＝55ft3（2）璽縮機　　　　　開放型，2氣筒　　　　　　，（3）ヒ◆ストン行程雅積2×30×30×450　＝O．0191　m3／min（4）冷媒　・　　　メチルクロライド（5）冷媒充揖量　　3309　　　　　　　　　　　’（6）冷凍能力　　　220kcal！h　　　　但し，蒸襲器温度一15．℃’　　　　　　凝端盈度’十39℃（7⊃冷媒循環量（8）冷媒制御方式（9）蒸襲器（10）電動機0．0416kg／min毛細管　α7×2，000mm　　　　　　　トフラッラごヅド型　鐵製瑳瑛匡引き反嬢起動型軍相誘導電動機　　Lこれは毛細管方式の一憂形とも見倣し得る．叉高塵側俘辮に於ては蒸護器に至る配管に、霜の着くのを防ぐため浮舞と蒸襲器の申間に毛細管叉は申’間辮を置く場合がある．　各種冷媒制御方式中毛細管方式は構浩簡軍で可動部分なき爲故障少なくその償格低廉にして米國に於ては現在廣く蜜用されている方式であるt　毛細管方式は高塵側浮辮方冷媒制御方式1嚇螺1蒸輪・型式　自　動膨脹辮（AutOmatic　ExpansiOnValve）蒸襲器の麿力乾　・　式（Dry　type）　温度式自動膨脹鍵（Therm・static　Expan・sion　Valve）蒸登器塵力及び蒸器護の温度乾　　　式フラツデヅド型低　歴側浮　辮（Low・Side　Float　Valve）　　　　　　、蒸嚢器内の液化冷媒のレベルフラツデツド型（Flooded　type）　高　塵　側　俘辮（High−side　Float　Valve）高麿側の液化冷媒のレベル同　　　上、毛’　　細　　　管（Capillary　tube）・流膿の摩擦抵抗同　　　上第1表各種冷媒制御方弍式と共にサイクル中の冷媒は殆んど蒸護器の中に存在しているのに蜀しそれ以外のものは凝縮器の次に設けられた受液槽の中に大部分の冷媒が貯えられる．之の爲前者はガズ洩れに野しては特に敏感となりこのため密閉型の冷凍装置が採用される傾向にある．　　　　　　　　　　　　家庭用電氣冷藏庫の冷媒制　　　　　　　　　　　　御装置として用いられる．　　　　　　　　　　　　毛細管の内径は0．7・−1．O　　　　　　　　　　　　m耀度でその長さ噸＋「�j　　　　　　　　　　　　糎から敷米のものが一般にr、　�j　　　　　　　　　　　　使用されている．そしてそ　　t’、，　　　　　　　　　　　　の管の寸法は冷凍装置の大　　　　　　　　　　　　　　　　（1）　　　　　　　　　　　　　s．二；皇溜驚竃�fξ灘三れ。し、：して之パが必要條件としては丙面が清潔で干滑だこと．内径が均　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］一の大いさであるということである，現在使用致してい　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　”；る毛細管の内径寸法誤差は±5／100mm以内であつて，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」．1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（7）　7　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t　　　　　　　　　　　　　・琉　　　　　　　　　　　　　’↑n’　　　　　　　　　　　　　ぷ　　　　　　　　　　　　　芭　　　　　　　　　　　　、、：v　　　　　　　　　　　　　メ三；　　　　　　　　　　　．　’　“，　　　　　　　　　　　　∵警：　　　　　　　　　　　　　ぷ1；�a2°°V’　5°！6°〜卿：�n勺（11）保護装置　装動過負荷　　纏電器　　　　　　　　　∵・・毛癖　構　　　　　　　　　　　　　コ●臨．1…”／�n『「：二�d’了「主｛・：�d，r　星i　　　　ttx，1z　ドの［‘二�n、，y噛へ、1‘t；、一�d�d：・、，」．メ　当90古1ザ、・三◎ぺ》1ぞ：：∫’119：J／『・で∵�k二∴．二：二〇�dでザニロ；　　　　　　・、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぷ　　　　　　≠　・　　　　　　　　　　．　　　　　　　　i・一　’s　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　�`　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　t　　　　　　　等があり各々その特徴があるが之れらの方法に依る測定　　結果の差異は2！lOOmm　L／内である．而してこれらの方　　理的と考えられるのは（ウ〕の方法であるが生産作業工　　法中最も合程に於ては（エ）の方法を採用致している．　　　毛細管の肉厚は機械的強度，接績管等を考慮して決定　　さるべきであるが，肉厚が大になると内面に級が出來る　　ので鎌りに厚いものにすることは出來ない．現在使用し　　ているものはの0．5mm肉厚である．　　　毛細管は通常サクションパイプに沿つて牛田付げし熱　　交換を行わしめるがその雨端は環に巷くことが多い・斯　　様な場合毛細管の抵抗が看加することは考えられる庭で　　あるがその程度は如何なるものであらうか．之の關係を　　知るため長き2mの毛細管を直径10mmの銅管に全部　　巷き付けた庭その抵抗増加は約5％であつて實際にはこ　　の事に封して考息する必要のない事が到明した・［コ高圧カス忽低圧打ス圃翻池II≡き§‖　高　圧　　テ善《　　　［：：：コ　イロ　　圧　　液第1圖　MR−150型冷藏庫冷凍サイクル　髄一／0・　唄　網20　　−30　　　／00300IDOO刃ω　　　30000第2圖　毛細管の長さと蒸登器温度じ奮゜1’1：1　　＜イ0ビ・　9／00　　300　　イ0ω　　3　OOi　’）　／aOOO　　　　　　　　第3団　毛細管の長さと吸入璽力”　　之の程度の誤差範園ならば蒸護器温度への影響は士0．5　‘　℃以丙位にとcまる故實用上支障はない・、　　　　内径寸法の測定には　（ア）切口を顯微鏡で測定する　　　法，（イ）重さ及び外径寸法を測定して之れより計算し　　　て求める法，（ウ）既知の粘性の流艦を通して之れより　　　求める法，（エ）種々の太さの針を挿入して測定する法，；　8（8）』［，毛細管式冷凍装置の特性丁�nで二亨7；1元叉三でi毛細管方式の最も大きな特徴の一つとも云うべきものは匪縮機が停止した時に高塵側と低塵側の堅力が等しくなると云うことで，この爲堅縮機は自動的に無負荷の歌態で起動出來る．しかし之の炸用があるために高匪側の冷媒は睡縮機停止後も蒸襲器に入り込み蒸襲器の冷媒が溢　　　し！F−−xぶ∨髄・一・’唄蹄，ポー20轍づ0　　0｜　　　室温30±2℃コL＿．＿l　　　l｛毛艦長已゜°0↑　　　　・＾一一一一｛一一一・．．　　　　‘　　　‘　　　　　　　　　　1i　　　［　　　／“．・‥’”『一一　1プ1L十づo．4o．87、2　　　毛細管の太さ（フηノ7Z）第4圃　孔裡と蒸登器温度の關係ノれ出て匪縮機に臨｝り，塵縮機が起動時に液冷媒を衝く虞れがある．普通，開放型の機械に於てはアキュpムレ”5Z・・一を装備し液冷媒を衝く事の無い様にする．　毛細管方式を探用するに當り重要なことはゴミやスケール，その他の異物をよくシステム中から取り去つておくことである．猶お異物が毛細管に詰らぬ様毛細管の入口にはストレーチーをつける．システム中の水分は毛細管の出口や蒸護器内で凍りついて冷媒の流れを妨げるか三菱電機・第22巷第1號・JANUARY　1948∫t’．｛、　・1門・・．・・、．・・☆、�d…−rダ∵�kT�n7罪1言�n烈百漂璽鴛　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　ら完全に板り除く必要がある．現在腕漁法としては冷凍装置を100〜110°Cの電氣櫨中に入れ，システムを70　cm程度の眞室に保ち乍ら3〜5時間乾燥を行つてその目的を達している．　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　第1圃はMR−150型冷藏庫の冷凍サイクルを示したも　ので，この型に就て種々實験を行つた．猶お毛細管方式を　採用する前に使用していた高塵側浮卿に就いても比較の　ため多少の實瞼を行つた．この冷藏庫のキャビネットの　熱漏洩は個々の製品により異るも大纏25〜30kca1／h．ec　たで絶縁材料としてはテヅクスを使用している．なお實　　　　　　　　　　　　　ゆ　験は特に箇らない限り室内温度30±2℃に於て行つも’　のである．　　1．毛細管の寸法，冷媒の粘性により毛細管を通過する　冷媒に匪力差を生ぜしむる庭の抵抗は，Poiseuilleの定　理に示される如く，長さに比例し毛細管の内径の4莱に　反比例する．而して毛細管の抵抗の愛化が冷凍能力に如　何なる關係を有するかを調べて見る必要がある．之の關　　　　　　へ　係を知るべく冷凍装置の毛細管を種々墜えて實瞼を行つ　te・iこの結果は第2圖乃至第4．圃に示す如くでその曲線　は次の實瞼式に示される如くで毛細管の寸法は大した影　響を及ぼさないことを示している．之の爲實際の製作　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一：、．　ノ‘．　・　　．　・一・・ttt−　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　：，：当・／o　　　　　　　　　　　．．、’・／rlil　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．，，−Il　　　Oe唄イ0昨昧・恒　一20室温30±2℃．〆一1■禽〜∬vg・・ス「　−　1一．一一一一一一一　　　！文一一　　　　　　　　‘！＼一一＿−1放字は毛細管の長さ一毛細官・り太さ07　　　　■1［⊥＿⊥＿．L　　・〕　t，：iI、〕20邑6憶謬2ミL”8“＄唖4噛o一寸100　　　300　　　　∠000　　　」　OCe　　ノρOOク　　第5圓　製氷時に於ける最内凝縮墜力L＝ae−bT…・…・……・…（第2圓）　　　　　　　　　　　、但し，L＝毛細管の長さ　mmT＝蒸褒器ミ彊度　゜Ca　＝0．2〜1．O　　b＝0．5誤差は間題覗する必要はない．圓中無負荷とあるは庫内に物品を入れず熱漏洩のみの場合である．　毛細管の寸法は又最大凝縮堅力にも影響する・即ち製氷時の如く急激に大きな負荷がかかつたときには相當に大きな値になる．之のことは高膣側の耐塵と睨み合せてその寸法を決定する必要のあることを示している．第5圓毛細管｝こよる冷媒制御方式　・服部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　llli　　　　　　　　�d鑑�f゜°8°°］　　　第6圖冷媒充蛭と羅器温度の關係　　　　汁　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　・却　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　li3　・O0は之の状況を曲線に示したもので製氷時に於ける最高凝　、縮璽力とは蒸護器温度が室温に等しくなつた時，3k9の水を入れた水皿を入れて起動しその蓮轄中に現われる最高塵力を探つたものである・2．冷媒充揖量の影響，適當な冷媒充揖量は庫内のサク　．ショソパイプに迄霜が着く程度を云う．そして斯様な状　　’態ならば冷媒に溶けた油は蒸護器に溜ることなく歴縮機の方に蹄つて來る．然るに充墳量が少ない時には凝縮堅　　’．iNI　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l　　　　　　　’，力は上昇せず吸入匪力も低下し冷却効果が減じ着霜線が　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（9）・9　∴，ll　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、∵：！●＝4ご：了・’�`ニマー一．で一・　．二・一ご．f‘⊇　　メ　．幽一てLごニーて・7”，7−i−rlて二「コニ1・・一て三「＝言∵二ぽτこ丁・�n可L　．「“、へまv§q8一7R’田一遷6x5／0080　　噛ミ三証6・’　　哀　　　翌40　　　牟20、A　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　ら、　　し　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、1　　　∨　、　士　　「　　　L　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　←毛細管07x2000　　　　　　　　　，無目荷　　　　　　　　　　　　■．　　　　　　＼●，’，！、室二温30士2　ec−一0　　　　200　　’400　　　600　　　冷媒充垣量（タ）　　　／　第8圃　充媒充填量と凝縮墜力〒’回轄数A嚢：翼0030045000●劫藁002200入力ノ80001排出量160μ0∀ざ回｝鷺　　　、　　　0　　　　2　　　　4　　　　　6　　　　8　　　　／0：！　　　　　吐出圧力（梅吻2解）　　　　　　第9圖　璽縮機の性能（空氣）・低くなり冷媒のみ歴縮機に勧蒸酬に1由が溜る事にな　　る．叉これと反封に充揖が量多い時には庫外のサクショ　　ソパイプに迄霜がつく．凝縮麿力は高くなると共に吸入　　歴力も上昇して能率の低下を來たし，叉霜が溶けたとき　　不都合を生ずる．冷媒の適當な充墳量は以上の事から定　、められ，適量充墳の場合に冷凍能力は略最大になる．之　　の量はMR−150型冷藏庫に於ては3309である．冷媒の　’　充填量を種々憂化してその影響を求めたものが第6岡乃IO（10）t’？20・1，08し唄　一10　−20一30A　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　A　　　　　　　　　　　へへ巴◇．1．o050、愚戴，旬05、’奪、一・1．o0．　　　200　　400　・600　　・800　　へ・5ま　　忘　　　　　　圧縮機回韓数（R．PM．　）　　　　　第10圖　璽縮機回韓墾藪の影響至第8岡で非常に大きな影響を及ぼす事を示している・　　　　　　　　　　　　　お之れが爲冷媒は正しく計量して充墳さるべきである・冷凍装置のサイクル中にガラス窓を付けて冷媒の循壌状況を観察するに，毛細管の入口に於ては起動時に油と液化冷媒の混合した着色液が通過するが漸吹透明となつて來る．そして蒸護器が冷却されると液に泡が混る様になる．之の状態は負荷が小さい程，又毛細管の抵抗が少ない場合程頻繁に通過する・而し規定の負荷がかけられている時にはこの様なガス状の冷媒が通過しない様その抵抗を選ぶ必要がある．毛細管の出口にっけたガラス窓では冷媒が毛細管の出口から噴き出しているのが観察される・それはあたかも水道のA・　e一スから水が噴出しているのに似ている．なお毛細管の出q迄の約10％の長さに霜がつくが之れは傳導に依るものではなく毛細管の申で冷媒が氣化しているためである．3，堅縮機の性能，歴縮機の排出量の大いさが影響する事は當然である．即ち蒸護器温度を一定に保つためには流量の増加に比例して抵抗を減少せしめなければならない．この事は亦50，60，サイクルの鍵化とか堅縮機の性能低「ド等に就ても槍討すべき問題である．　MR−150型冷藏庫に使用せる堅縮機の性能は第9圃の如くであるが之れは塞氣に就て行つたもので吸入側は大氣に開かれている・冷媒ガスの場合との關係に就ては目下賓験中である．第10団は麿縮機の回輔激を憂化せしめたる場合の影響について示したものである・4．冷媒の種類，家庭用冷藏庫に使用される冷媒は種々あるが，亜硫酸，メチルクロライド，フレオンの三つが最も一般的なものである．第2表ぽ之れらの冷媒と毛細三菱電機・第22巷第1號・JANUARY　1948●〃丘iぎでこごさa≡�k　　　　　”‘sノ’’1二三ヘベこご∵＝．二三一訴二1て言一三一、一τ’s：�nこs＼亜硫酸メチルクロライド■フレオン　　　　　　戊SO2CH3C1C12CF2（2）液化冷媒の粘性係敷3．1×10’323×10弓2万×10q25°C　　C．G．S．（2ガス冷媒の粘性係敷1250×10々9S3×10々1200×10’7O℃　　　C．G．S．一ピストン押のけ量13910089、毛細管の長さの割合（押のけ鼠太さ，冷凍8010048毛細管の太さの割合（押のけ量，長さ，冷凍10610σ1205能カー定とした場合第2表　冷媒の種類と毛細管寸法の開係管寸法の關係に就て示している．　　　　　・5．毛細管が詰つた場合，毛細管が何んらかの原因で詰つた場合高墜側の墜力が異常上昇する爲之れが保護に就て考慮する必要がある．そして之の保護としては高匪側の容積を充揖冷媒容積よりも大きく採るか，又は過負荷縫電器に依つて電動機を停止せしめるかの2つの方法が考えられる．而し開放型の機械に於て後者を望む事は困難である・MR−150型冷藏庫に於ては前者を操用し猶お凝縮器容積のみにては不足故ストレーナFにも室間を設けてある．之の爲もし何んらかの原因で毛細管が詰つたとしても之の中に冷媒が入り麿力が異常に上昇する危瞼を防いでいる．6．MR−150型冷藏庫の特性，この冷藏庫の毛細管としてはVtas　0．7外径1．7長サ2，000の寸法のものを使用し　　　　　　　　　　　　　　トている．之れは前記各項に述べた事項及び配管を考慮して決定したものである．毛細管方式と高堅側浮班の場合との最も顯著な差異は高匪側の麿力鍵化である．副ち毛細管方式の場合には堅縮機の蓮韓を止めた後も高塵側の冷媒は低堅側に流入して籠　へ　1：三一〇．6　　0　／0　20　30　40　50　　　　室内温度（℃）20／0GOし副o頭20’−30一40A8§こ主6vR4田2］”T”T一こ∫一’二71丁�eτ一’評ニー−T＝：マ言で�n　　　　　　　　　　　　．．　’：　’　　寸　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　＼ドs←　　　　　　　　「　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　・’∨　　　1　　　　　　　．　　　　’　　　　　　　　　　　⌒．．室温320℃e　−⊃ツマミイ立置NOR’凝縮一圧力一tt　　　　　　，，OFF‘　　　　カON吸入圧力、一　一一　一’0へ　く8慰ヘミ　6Nv　4出2／0第11圖　　20　　　30　　　40時　　間　（分」毛細管方式の墜力墾化室温320℃　　　　　　　　　　、l　　　　　　　　　jI‘リマミ位置NOR＼凝焔圧力　　｜寸1　　　　　w‘、OFE1N‘1吸入圧力0　　　／0　　　20　　30　、40　　　　　蹄　　間　（分）第12回　高璽側浮弁方式の璽力璽化0　／020304050　　　室内温度（℃）第13口凝縮堅力曲線（使用冷ueCH3Cl）　　第14固　室内温度の影響（ア）毛細管による冷媒制御方式・服部や巌Nミ§8　　6田4翼2　　　　　　＼　　0　　　0．／0　20　304050・　　　室内温度（℃）　第15圃室内温度の影響（イ）．（11）11：翼”le∨’‘ir，：‘1、1・l　　ノ11　てq三オ　　・．lbヌ菖　］、量口i・　一：＼　　，）　．iil　パ｜s、］．．1、、王≡パニ三＝三口　戸rT／≒：ラこ○一’｛薯wl心�i戸・Ptぽ∴iゴ…ド’・　／δ1，1　　　；。ξ匡・�_　・　潔・・辱　　擬一20�bい　　　一30L：tψ　　　　◎s室温ヲ0士2℃．＿数郭∪田管頑L毛網管の太さ071−一一LL＿L−．1−＿一t11−！0が6　／00　　　∠）（フ6・）　　　3（ハこノ　　　　熱　　頁　　荷鐙　　　　　　　第16圖　　　高堅側の塵力が低屋側の塵力に等しくなる淫績くが（第　　　11圖）高墜側俘辮に於ては高匪側と低麿側とほ浮辮に依‘tt　　つて分たれ高墜側はその温度に於ける飽和塵を維持するt’i　（第12薗）しかしそのf醐鏑ま毛鵬の齢と殆んど　　　同様な傾向を有している．！ヒ　　　　第13圖乃至第15圖は製晶に就て室内温度の影響を調ぺ　　　たものx結果であり，第16圖，第17圃は蒸護器をブライ．　．ソ槽に浸けてその冷凍能力を測定した結果を示したもの　　　・である．　　　w．結　　　論　　　　　　　　　訓］側，�aラ「一　　　　　　　　　⊥⊥．，　　　　　　　　　一一一L−U20e　　　30v　　　4LNO　　　「）oO　　　　　　　　（／iCCa4／fi　）熱負荷と蒸登器温度の關係　　故障少なく債格低廉なることは家庭用冷藏庫に於ても具・・　　備すべき最大條件g）一つである．冷媒制御装置としては　　種々の方法があるが毛細管方式に依るものが之の條件に，　　最も適合している．そして之の方式に依れば冷凍の装置t’」　可動部分は塵縮機のみとなる．本方式の實施は早くより’　　進駐軍冷藏庫關係技術者より徳漁されていたのであつて一新製品紹介，へ≧V・＜｛QO∨60〜　　　　　　「1300200／00　　　一入カノL！’／●†X。上／●××　e　　電　　　1ト　　　流室温30±℃6　　　　　95察1細4　偏　　　　　　　　　　　　　　　　30　　／00　20（フ　300　400　500　　熱資荷（K・．2／｛・）　第17圖　電動機の負荷本實瞼は之れが實施に営りその寸法を決定し且つそれの特性に及ぼす影響に就て知るために行つたものである・浮瓢防式に代り毛細管方式の冷藏庫を邊り出したのが本年2月でそれ以降冷媒制御装置の事故は殆んど皆無となつた．そして現在も本方式の冷藏庫を多藪製作して好成績を得ている次第である．　終りに第八軍冷凍技術者ヂューアFト少佐の御指導に封し厚く感謝の意を表すると共に本實験に種々御協力願つた宮下技師の努を謝す吹第である．参　考　文　献（1）Wostrel．Praetz；H皿sehold　Electric　Refrige・　　ratiOn；163（1938）（2）長岡順一；冷凍岩波機械工學講座皿11（昭16）？‖ミ：‘・；tI「　　‘凝ミ喩一　，異常電塵による事故を未然に防ぐには3，30qv用EV型デアイオンアレスター特徴☆異常電堅到來と．同時に，遅滞なく作動する．☆機器及び線路の絶縁に，安全な程度に，異常電塵を制限する．☆異常電塵放電後es　，直ちに績流を遮断し，線路に何等擾鰍を與えない．☆債格低廉にして保守の容易なこと．12（12）ノ三菱電機・第22巻・第1一銃・JANUARY；948言警�e�nT一驚1：：三野1三・�i二∵：一’ニー�nごニテー日こ二；7∫∵∵∵謬ご日「　’「∴’響墾　　　　　　　　　　　　　　　　　・プ‘●5　0馬力アンモ現下我國食糧事情解決の一翼と’して大型冷凍機の開護に着手し今年5月50馬力アンモニア冷凍機6裏の完成を見たので其の構造，機能の概要，並に工場試験の結果を報告Lたものである．1　緒言二長崎製作所ア中村仕冷凍村　　長田様　t我國の冷凍事業も他工業と同様戦災による相當の被害を被り其の立直りも遅々として進まざる現状にある・然るに食糧事情を考え特に漁業方面に於いては生琵，配給，債格の合理圓滑化は此の冷凍事業に負ふ虚大にして我國水塵業の登展と共に冷凍事業も將來大いに期待するに足氣筒會径粍衝　程粍氣　笛　敷所要馬力廻韓敷／分200180350215品番丁工⊥ss6一　7⊥品名塵力託／平方糎冷凍能力適／θ吸　入　管　吋排　出　管　吋冷却永管吋9百i1一ク　ラ　ン　ク　室クランク室覆　　　　　　　L旦　　　　　來1‘」旦1品番’，　・14頂シ　リ　ン　ダ　L1τシ　リ　ン　ダ蓋油　ポ　ン　プ外　側　軸　受118百品排近出　止　弁路フライホヰノレ安　　蚕　　弁油　冷　却　器f由　　　源　　　器亜：＝遮工．クランク室空氣抜弁　、予　注　入　主！211油　厭　計　弁「百予　　調　節　弁「一123　排i241聯成121油　逆　止Ll’3−1一藪：二入　　止　弁ll弁1251聯成●第1固●ア異’力南三旦一一・・迦叱曝＼似くc，）・＼し一）竺）fU＼堅縮機外形回機　　　　　　9　　　　　日　　一　・・．　”11　　　’　　　s‘1　　　　，∵｛　　至　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6　　　　　’：！12　　　　ミ35x50　　　ミ‘−521zzr％　T・　　d2〃　・‘ll　1％tt　　　r．・i　名　・日　　　　　《1司　　弁　調　　　　ぷ　　　　　袖　　　　　ぷ　　　　、譲　　　　　蓑　　豊．パ　　計　　　　溺　　　昌　　　口　　　，《i　　貰　　　ハ　　　】　　　‘�g　　　iLii‘　　　1i．）‘if　　　　　−llgli（13）13　1’1噂口Kτ　r卜　　∴1�b．三一＝　二戸一ゴー・　　　　、　・　　一へ’・fiご　　　　　　t／1　・ご・∵1・一’1；」ilFI．：lfl’、1卜：〉f　るものと考えられる．叉進　駐軍の食糧，輸入食糧等に　冷藏或は低温乾燥せるもの　S如何に多いかを見る時に　冷藏，冷凍事業の將來に封　する奮起を促される．當赴　は從來％馬力より5馬力ま　でのメチ←ルク廿ライド’式冷凍機を商業用に家庭用　た，凍結食品の冷藏に，冷　房用に邊つて好評を博して　居つたが，此度工業用とし　て製氷，冷凍冷藏冷房用と’して新に開登を終え目下量　産に移り7部は既に一般市　場に出て居る50馬力アソ　モニア式冷凍機の概要を述　べることNする・］［　構造のあらまし1．型所気衝・氣回冷第3圖吸　　入　　弁　　　　　　　　　　　　　　　　第4圖壁縮機の仕様　　　　　一　　　　式　　竪型全密閉式軍寛塵縮機要　馬　力　　50馬力筒直径　200粍　　　　程　180粍　筒　　撒　　3　力（排出）　1繧底マ巨F方糎　轄　　撒　　215回轄毎分凍能　力　　35〜50ご冷醗／日14（14）第2回　璽縮機外形寓眞排　　出　　弁ブ9xイホヰ←ル　　as　1500粍×幅260粍V　ベ　ル　ト　D型5本電　　動　　機　　50馬力50／60サイクル　　3000／3300ボノレト　　8極750！900回轄毎分2．構　　　造第1圖は墜縮機の外形を示し第2圖は其の外形篤眞である．シリソダ←はクラソーク室と別個にFC−23錆き物てき個々にクラソク室にボルトで締付けられクラソク室の　　　　　　　　　　　　　　＼中央には直径2；0粍の横蓋を設け修理鮎瞼に便ならしめ左端に自働強制注油装置の歯車ポソプを設けクランク軸と直結している．右端は密閉せるスタッ「フィソグボヅクス，其の先に外側軸受を介し勢車を兼ねた溝車を取付けVベルトを通し電動機により駆動せられる．クラソクケ←ス丙の油は下部より油濾を通り歯車ポソプに依り吸上げられ油冷却器にて冷却されクラソク軸中央の孔を通り偏心輪並に蓮桿を潤滑し一部はスタヅブイソグボックスを通り油調節辮を経て鯨分の油はクラソク室内に入る様になつて居る．此等の各部は個々に或は綜合組立後，水歴にて30妊／雫方糎の耐堅試験並に20斑1卒方糎の塞氣漏洩試験に合格せるものである．吸入辮は第3圖に示す如くピストソ頭部にあり2枚のリソグプレート乗で舞座，護條，吸入婚バネ抑えで一組となつて居る．排出辮は第4圖に示す如くポペット辮でシリソダe−一頭部にあり灘座，安全バネ及安全バネ座より成り異常塵力の護生，液化アソモニアの侵入等による稿害を未然に防ぎ且つ衝撃のための抑制機構となして居る．5．附　属　機　器（ア）油　分　離　器冷凍機に使用する潤滑油は凝固鮎が低く引火鮎の高い冷凍機油を使用するのであるが，此れがアソモニアに混同して凝縮器に入り結局装置全饅を循環する．油が冷却管及び蒸護管の表面或はアンモニア液申にまじると能蚕が非常に悪くなるので，厘i縮機より出たアンモニアガス中の油を分離しなければならない．其の襲置として第5間に示す如き鋼板製圓筒の中に直径8粍の孔が122個あい三菱電機・第22巻第1號・JANUARY　1948t誓�`解ぺ，号め“�n”∵も1誘∵ご　1t　　　　　9　　　　た傘型分離板5枚を納めたのである・　　　　（イ）受　液　器　　　　’．液化せるアソモニアを受溜するもので第6園に示す如き　　　　鋼板製圓筒横型で大きさ直脛483粍長さ2700粍で内容ク　　　　積0．45立方米あり50班ボソベ5本分の液化アソモニア　　　　を入れることが出來る．　　、　　　　　　一　　　　（ウ）凝縮器　　　　　　　　　’　　　　高温のナソモニアガスを冷却液化する装置にして第7圖　　　　に示す如き鋼板製圓筒内に外径51粍の引抜鋼管72本を　　　　挿入したる竪型凝縮器である．其の容量は　　　　凝編矢さ　月脛66・粍・長さ34・8粍　　　　冷却管大さ　　外径51粍×長さ3500粍　　　　　’　　冷却管：2醐〔　　　　72本　　　　冷却面積　39β干方米　　　　冷却能力　　197．500キロカロリー　N’ee　　　　冷却水量　約3嘘毎時　　　　｛難｛灘�f蕪�`　　　　　る様になつて居る．　　一　　　　皿　塵縮機の能力　　、　　　　t．ピストン押のけ量　　　　：三径　　　　　シリソダF敷　　　　回　鱒’　液面計∵∵巳∵�d’�hミ�k三∵＼：L・　：、烈　實際押のけ量　　　　　　　　　　　　　・　　　　　P1）a＝3．65×0．8＝2．92m3！min　＝175．P8／hr　　，　　　　　　　　　　　　　　　　但し容積効奉．　　　　・、　　　　　　　　　　　　　　　　Ptu＝80％とす　　　　　　　　　　　　　　　　2．アンモニアの　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ペ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　流量並に冷凍能力．　2ガス知　　　　古≡灘條件を下記の通�_　　　　　　　　　　　　　　　　りとする（目本冷凍〉．　　　　　　　　　　　　　　　　協會冷凍機能力試験’　　　　　　　　　　　　　　　　規格案に依る）第8　　　　　　　　　　　　　　　　圖参照　　，　　　　　　　　　　　　　　　　蒸遮力に圏する飽’，，tj’　　　　　　　　　　　　　　　　和冷媒温度　　　　　　　”ト　　　　　　　　　　　　　　　　　tl＝二10°C　　　　　’1　　　　　　　　　　　　　　　　凝縮堅力に封する飽　　’‘　　　　　　　　　　　　　　　　和冷媒温度　　　　　　　　　　　　　　　　膨謙�f富　　　　　　　　　　　　　　　　冷媒温度　　　　　　・　　1　　　　　　　！　　　　　　t．、。　200c　　　　〜、　　　第5圖　油分離器　　　　　　　　　　i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、署　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　三　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l1　’．ii　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t　’“’つ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　tll　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t　　∵：‘1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・‘：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’1”！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1！・山逃弁　1一一・卜．一　　一入［コ1｛’§き†1ス一1排油ヶ�dトン弾の1フ重9＝冷凍能力旋回器一径200粍LFク’F敷180粍3kca1／hr、ゴ1’＝膨脹辣直前の冷安全井、’フノ丁・りト　一／‘▼眠‘11数　　　　　　　　　　　　　　　　媒のエソタルピ215回韓毎分川　　eク1シリ　　　　　　　　　　　　　　　　＝1224kα1／kgソダーの押のけ量　　　　　　　　　　　　　　　（ε，、＝20°CP2がス入□’ノケ’りト…1ロー−1−一＾’　πゴ＿×0．22×0ユ8＝0．00566m311・4＝1α2kg！cm2アシ／押のけ量PDモニア性質表より〕＝〔LOO566×3×215＝3β5m3／m桓　　　　　　　　‘2”＝，蒸褒塵力に封令古ア　　　　　　　　アい　　　　　ほニ　　　　　　　　　　　　　　　　ー一一11　一．液面計ソケット川　　　　　　1　　　　　　　［　　1液出ロソケリトドレ三ン’ソケット1：…　　　　1　　　　一4一．　1一　一一昔〜…’一「　’l　L」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　；／i　　I謡ヨー†L11　11、r1　　　　1　　、　　1・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」1　　　　’　　　　　　　　　第6圖　’受　液　器50馬力アンモニヤ冷凍機・中村・林田　　’第7圖堅凝縮器、（15）15、：−tiliヨ．rl　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　ド¶°�a／Sfil・’f’q�_1臨11、鵠　培　K　i！籔tt竪　亨”同　　　　　　　　　　　　　　　　　9・＿畢　　　＼　　第8圖　　冷凍サイクル概略圖する飽和飢スのエンタルピ＝3987kca1∫kg（’、＝−1碗P・＝＝2．966・kg／cm・に於て）　v2”＝蒸護匪力に野する飽和ガスの比陛積＝0．4185m31kg　q・・）k媒1kgの冷凍力kca1／kgセーi・’1−i・’−3987二1224≡276・3k・ca！／kg　拓＝冷媒の循環量kg／hrttm＝2三　9　・’・’q　□〆’一一　ii’叉は吟号�i器　　　＝420kg／hr．i時間のアソモニアの循環量ご420班となる．此れは50〕荘ポソ　ft’　N・gelQ7itであ叡5・聯ソ姉2％　，味4昼魔£入）ρ＝π（i，”・一・i、）＝420（398．7　　ゴ弓224）＝＝116，e46’kca1／hr、ρκ編）−1鵠6、　・雫35脚日g9薗は其のモリエル線口を示宇．　フ団襲は．｝票津匡冷灘351酋／日と公　穣するも冷凍能力は蒸護堅力，　凝縮置≡力，冷却水温，水量によ　tI6　　（　16　）　♪．’．＿、�_羅�h�dべ：二卿…撃竺耀聾一　　　　　T．　　s　’・・’→　　∴∴い’　｛　　　ロ　　　リり相當廣範園に鍵化ずるから温度條件1を＝10PC，L5°C，　t−，一・’−2℃に鍵えての計算實例を示せば第1表の如し．’故に吐出ガス温度lx　350　r　273・　77℃となる．5．凝縮器で除去すべき熱量及所要馬力（ア）吐出ガスの温虚　　T・−T・（芸）一誓　　．式中　丁2＝吐出ガスの温度　　P2＝吐出歴力＝10．2kg／cm2　abs　　　Pl＝吸入塵力＝2．966　”　　”　　T，＝吸入ガス温度＝273−10＝263°C　abs　　　K・＝1．3　　を・＝＝・263（1°・2）e’es’一・5・°d…／此の場合一P2に劉する飽和ガスの温度t3＝25℃なるvg付ガスの過熱度77°−25°＝52℃となる．（イ）吐出ガスの有する熱量　　i2＝ia＋Cp（t、−t2）式中i2＝吐出ガスの有するエソタルピkca1／kg　　’i2＝4Q6．75　kca1／kg　　　　CP2＝10．？　kg！cm2　t2　＝25°Cに於けるガスのエ　　　ンソタルピ）　Cp＝0・508　NH3の定墜比熱　　t。＝77℃　吐出ガス温度　　tl＝25℃　P2に覇する飽和温度　　i2＝＝406．7十〇．508（77−25）433ユ5　kca1／kg（ウ）凝縮器で除去すべき熱量　　　　　　　’　　　9＝Z2−Z2θ　　　　　　　　　’、　　　（1＝・NH，1kgk　當り除去　　すべき熱量cal！kg　　i2e＝128　kcal！kg　　　P2＝10．2　kg／cm2　　　t2＝25°Cに於ける飽和・　　　ガスのエソタルピ　　q＝433．15−128　　　＝305．15kca1／kg　　▽＝420kg供rの循窮量　　　に甥しては　．　　qt＝i一扉7×q＝420×305．15　　　　　　　令　L　　　　　　　．　　　＝＝　128．OOO　kcal／hr（エ）所要馬力　　　　　　　　　　　　　　　　　　前記標準條件に於ける指示第9園　モリエル線田1　　　　馬力は亥式にて求められる　　　　　　　　　三菱電機・第22巷第1號・JANUARY　1948〆　　「’　．／．1　　　　　、　　　　　　　，　　ノ　　　ツ、・　　　　璃：　　．、．繊1饗黙蕊�c≡璽で∵；言：1ででζ：で二�nで渓三で’．：：ご二：�n二llて�nで翠�n輝　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘＼蒸登歴力に封する飽和ガス温度　　　　一・凝縮厘力に封する飽和ガス温度膨脹直前NH3　温　度エンタノレピの差NH3循環量冷　凍能　力τ10ε20tn°　ゼ，”kca1∫kg　‘2’kc令1／kgゴ2”一鉦σkcallkgWkg！hrQεton／day標準出力　　　一10°P1＝2．966kg／cm2　　　250P2＝102kg／cm220°39ρ．712242763420亀．o　　　’o−−7r　　−oP1＝a62　　1　　300P2＝11．920°．400122．4277．650542．2最高出力　　一2°．P1＝4．06　　34°P？＝13．37410°　�d401111．1289．956549．2第表HPiNd　＝歪、P・V｛（三9　Kご1−一・｝P・uae・…e4500　　K〒1．28　　NH3，のCp！Cv　　Pi　＝　2．966　kg／cm2　abs吸入塵力　　　　　　‘　　P2＝10．2　”　　”　吐出墜力　Ptooe＝　92．6　％　（IV−2項膿積効率より）　　V＝3．65　m3！minピストソ押のけ量’　　　　婿・2・966…6・｛認〕当｝・・．・・6・・…正IPiハ「ば＝　　　　　　　　　　　　　　　　4500　　　・　　　　　＝31．61P故に軸馬力SH）は　　　・e』漂一一�l一・・2　re　　　　　　　η励＝塵縮機機械効率以上は理論的アソモニアの循環量及び塵縮機本饅のみを考えた場合の馬力6一あるが冷凍装置全豊を考えると配管部分より相當熱の漏洩があるから其の装置固有の熱織に相當する仕事量を上記の値に加算しなければならない？4267・立方米タンフ］y　冷凍機の試験1．吸入屋縮並に漏洩試験組立完了後10撒時間のならし蓮韓を行い機械を充分な　電鷲・‖；15°’P，，。409銘3°19；2°6耀　　　　第11田7慨6　　；　　　、ぶs’§獣ア〕圧幽一→亡’＝ヒ←一一万．豪50HP蹴蟹縮試験60富力アンeニヤ冷凍機・中村・林田s・，、レ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．�h　　　　　　　　　　　　　　　　圧緒機　　　　　第10田　　吸入顕縮試験装置圓じませて室氣を負荷として睡縮機の性能を見るものであ　　パる漠の要領臨1噛に示す如く・・67莇米の・ンク　嘱中に願纒入及び酬・て其の試酷果より圖表酢　ノ］成し第11園の如き結果を得た．墜縮試験はタソクに苑眞　　；’1する時間と匪力，電動機出力を計測して12肝方糎ま　　、］で上げるに要する時間｛t　17分20秒で其の時の電動機出’　　11：i力は27馬力を示して居る・　　　　　　　　　　　　　；川吸入試験此れは前と反野にタソク中の室氣を排除し其　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r，i；の眞室度と時間及び電動機出力を計測し，水銀桂71糎に　　．」なるに7分10秒を要し其れ以上蓮轄しても眞室度は上　　］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　三1『　　　　　　　　　　　　　　　　　　川∫38400｝一一レ→va−」一一トー十→一ヤー←−H十寸H一三酬一→　．　　　�_、蛭痩降互置回鱈数205ひソ0奉卿。’700抑圧刊05◎o砺9S3　84｛］0！27fl　6300／0583’・6f眞　5出空圧力電動力一下94200卜．」q2　lee辻⊥．／刀膨0　　　＿7−2　　3　　4　　5　　6　　7　　∂・μ粧　門閤へ　第12四　50　Hpx　M縮機吸入並惇止漏試瞼．’bl1；1．」（17）IT　t・�l＝二・丁一i”11’　　‘　　　　　　ノ∫「’・N「　　、・」．vt　　　　’　　　　．　　　　　　　tK曽試　　験　　番　　號No．1　　ト　　Nα2　　1　　No．3璽縮機吸入麿力　P12kg／cm2ゲージ32kg／cm2ゲージ4．O　kg／cm2ゲージ　　　　　一縮機吐出塵力　P210　〃　　”10　　〃　　”1α5　〃　　〃ガス温度（吸入側管壁）5．5℃2．0°C＆0°C　1丁丁τ丁丁丁　8’〃　　　（吐出側　〃）955℃75°C74°C　歴縮機回韓敷一215rp．m．　　215Lpm．一220r．P．m．海水プラ・fン温度入口’用20．8℃23℃　　20．8°C−　　　　　　．　　6．9°C一〃　　〃　　出ロtR235c°　　　　、11℃一13ぷ゜C173°C12°C9　受液器温度（液温）Σ3°C23℃25°C10一＿直水プライン比、ρ　α946kcal！kg　＿−r＿＿α946kca1／kgα946kcal／kg11海水流量　▽7296tOn／hr7．632tOn伍r］2．485tOn／hr12一　電動機出力　　　　　一　　　　　一　　一　　一　　　　　　　　一＿＿海水プライン法に依る冷凍熱彊38．78HP　　　　　一43．38HP44．7HP　　　139�i〃×胸瓢⌒・）Pt／H　28・8　t°・！d・y　　　＿14　　アンモニア循環量kgthr　　　420　kg／hr　　　＿1旦　＿理遜！冷凍塾量　　＿ρT＿Pt〆日　　　　M35iU1｛7dayl　　　＿1蔓＿装置よりの熱漏洩ρエ＝91肩ρ三　6．2　ton！day’一・・難・効率・一晋　　・2．・・％37．5tOn／dayτ＝、〒＝　．・　．　　　　’　　　t　　　　　　　c＝筒隙比　　　　　　　　＿　全塞隙　　　　　　　　　　ピストソ押のけ量　　　　　　　　＝α034　3．4％　　　　　　　R＝歴縮比　　　　　　　　1ヱez．＝12＋10332　　　　　　　　　　　Pl　　　　　1．0332　　　　　　　　＝12．62　　　　　　　K＝1．4室氣のCp／Cvα946kcal辰且，螂1ド・＋・．・3q1、r・乳621�_　　　　　　　　＝0．826　　　　　　　　　82．6％42．7　ton！day　アソモニアの場合の饅積効　　　　　　　率は一濃識L朧畿，C一α・34K−・・も8・5ton／day　　　　　13，8　ton／day81．5％75．5％t試験結果第＝表　　※No．3試験は室温26°C梅雨期．雨天の際施行パイプ熱絶縁等悪化せるに依るものと考へらるらなかつた・其の時の電動機出力5馬力を示して居る．停止漏洩試験＝此らは第12圖に示す如く塵力12．1班ア雫方糎まで上げ其のま入蓮轄を停止して歴力降下を見た其の結果α4舶平方糎の降下に3分を要した．又眞室度の低下は3分後71糎より68．8糎となつた．2．歴縮機の髄積効率（ア）皇氣の場合の髄積効率？vadiとすれば　　　　　　　　　　エ　Tvadi　＝　1十C（1−RK）R＝旦＝12＋1・0332　　Pl　　　　　　　2．966　＝4．4　、　　　　　　　　　　　　を上式に代入し　t　　　　　　　　　　　’1ηtaai＝1十〇．034　（1−4．41．28）＝0．926　　　　’　　　　　92．6％此れは塞隙のみによる纏積効率で實際の排出効率は舞よりの漏れ溜度の影響により上記より少くなる．（イ）タンクに皇氣を充填するに要する時間第10圃に示す要領にて所要時間を求むればタソク容積V＝4．267　m3塵力（最初）P1＝1・0332　kg／cm2　abs　　　　　　　　・堅力（最後）P2＝13．0332　kg！cml　ab8　＝12kg／cm2ゲf・’一ジXt　・・　12　kg／cm2まで上げるに要する時間（分）塵縮前の室氣の温度τ1＝20℃　293℃abs18（18）第　13　圖試　　験　　装　　置三菱電機・第22巷第1號・JANUARY　1948＼■””一一�n∵�n一で．・・ττ”．二ご一丁二＝す一，　　　　　　　　　　　　　　t歴縮後のタソク内宰氣温度t2＝50°C　323℃abs賓i則歴縮前の室氣の密度ρ1＝1．2kglm3歴縮後の室氣の密度ρ2＝13．8kg／m3麿縮前のタソク申の室氣の重量　W1　　　　＝ρ1×V1．2×4．267＝＝5．12kg堅縮後のタソク申の室氣の重量W2　　、　　　＝ρ2×V＝13．8×4．267　−59．kg　　　　　　　　　　　　　　　　　　Xt時間中にタソク丙に充墳せられた室氣の重量GkgとすれぽG＝夙一酩＝590−5．12＝53．85kg．實際ピストソ押のけ量2．92立方米毎分の塞氣を重量に換算すればVVPD・・12×292＝3．5　kg！min　　⇔一嘉ガー5；1旦・5・・m・n・・＝・5’・一・24〃試験結果によると17分20秒であるが此れはタンク及び吸入，排出舞より漏れによる結果と考えらる．（ウ）試験結果よりの排出効率　　　　　　G　　　　　　　　53．88　ηde’＝予D×ρ、×，＝緬×1．2×17．33＝α71室氣を屋縮して12妊／糎2に上げた場合の實際の排出効率71％となる．5．　．冷凍能力試験「f　ご　　’Tt9’・　’1・」・　”　・・一一1一三ご’＄叉一二烈　　　tt．・パ　　　’li第13口は試験装置の鴬眞を示し第8圖は其の概略圖を、示仁麿縮されたる高温高璽のガスは先ず油分離器により油を分離して凝縮器に入り冷却水により液化され受液‘　’器に溜る．其れより膨脹辮に至り此魔で絞り膨脹をなし．　，XX器’こ至りてアソモニア液は其の蒸襲潜熱を取つて蒸、護し，ガスとなつて歴縮機へ吸引せられる．其の間ブラ、イソ（海水）は冷却されて冷たくなる．配管系続並に蒸　　t褒器の熱損失が無ければブライソの出入口温度差，洗量比熱を計測すれば冷凍熱量の測定が出來る．以上の試験装置による試験緒果は第二表に示す如くである．V、結　　言　　　　　　　　　　　　　te．以上新規開襲品で責材入手困難の折一ケ年有除にして完成市場に逡り出したのであるが能力測定に關しては襲置の不備，吸入管，蒸襲器の熱絶縁の不完全，海水ブライソを三角堰にて測つた事，各部温度は管壁に温度計を密着して測つた等，測定値に絶樹を期し得なかつた馳はあるが大鵠所期の成績を畢ば得k．叉目下納入中のものは嚴密なる立合試験の下にて引渡完了良好なる蓮轄申であるから實際使用朕態に於ける成績は吹の機會に護表するとして此魔に工場試験の一端を披露した次第である・●新製品紹介デパート，ホテノV，Vストランの食品貯藏に三　菱　シ∪肥ピ7�i娼ざ’ヨ一・　ケ一スk常に薪鮮な食料品を＿僅かな費用で�inymPF“一”美麗な陳列ケi一スは＿＿貯藏呈供致します☆据付・移動は自由容易で☆スヰッチを入れた丈で自動的に・温度力く調　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　J、　節され☆運轄は静粛且つ壽命長久が特徴です☆設計はお好み通り御引受け致しけす『　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『　　　　　　　ノ（冷却剤は冷媒用メチールクロライド瓦斯）＼50馬力アンモニヤ冷凍機・中村・林国（19）19叩．　Jll　電車用コ王電機の故障・　　　昭和21年9月から11月に亘U開西方面の主要な電繊庫を訪問Lて，最近　　　の電車用主電動機の故圏伏況を隅査したものを纏鯵た報告てある・　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　紳戸製作所　長坂孝N1　緒言　　　電車の故障のうちで修理に最も時目と手敷を要するもの　　　は主電動機の故障であつて現在入庫車輔の8割迄は此の　　　故障である．就中電機子コイルの故障は特に其の修理に　　　技術と戸歎を要し電動機修理作業の6割は電機子コイル　　　の巷き換えに掛つている．從つて主電動機の補充修理さ．　　え順調に鋤職災車輔並に故騨輔の復eeは著しく捗　　　、り蜜動車嚇．を容易に倍加せしめ得ると省線及び各赴は　　　一致して述べている．　ノ1　　　刻こ考慮すべきは現在の故障の鍛は決して正常の状1∵　態ではないことである・電機子・イルの故障に就いて見i、　ても目下各修紅場共に離子蜷瀕えに大童であ・if　’が例え購編鐵こ於て職前2・°輌近くを難してゐ　　　た頃でも巷線作業員は15人乃至20入程度で寧ろ手持無沙　’　　汰であつたのが，、現在では實動車輪50廟に劉して50乃至　、　　60人で街不足している．一一度車庫で巻き換えた電機ヂは　　　　　ロ13棚至牛年凱か保た酋敵主力を占め＿■ているGE冠製の電動機などは，職前に於ては購入以來10年以上殆ど無故障で電機子の導饅の寸法や巷敷等は使用者は全然知らなかつた程である．此は結局職時中の手不足の爲黙瞼保守の行き屈かなかつたこと，現在の車輔不足に因る苛酷な使用，巷線作業の未熟及び絶縁材料等の質的低下などの諸原因に基くものであらう．斯くて現在は各電繊共に巷いては焼損し，焼損しては亦巷き直すと言う實に牧拾し難い状態に立ち至つている．ag　1及び第2表は過去牟年間に於ける主なる故障の種類及び回歎を示している．第1表は某私鐵線で電動機の種別に依つて分類したものX・一一部である．第2表は他の電鐵で昭和21年7月から9月までに於いて該鐵道の修理工場から回塗を亭けた電動機に付き表中の故障回藪を調査したもので最上欄は車庫に回邊されてから故障遜生までの使用した月藪を示すものである．此に依ると悪いものは3ケ月以内に多く故障を褒生していることが判る．．但し此等の表も上記の事情を充分勘酌して見らるべきである・　　　　　　　　　　　　　　　．ごモーターの種類A証製75KW（ローラーBr）A元吐製75KW（プレーンBr）1故障醸畿．　　138台一62台箇所456レ1・1・1・1・1・1・89B証製105HP　　C杜製200HP　132台4561・52台2．電機子の故障ijじ1・1・計・51・・sl・部群舞講講≡1；｝≡遷lll≡！≡翼≡　　　4　31061412491　3　2　5　豆一1f7計�`　　．生！1．旦213ロホ；ル1ダ及1ロッヵ一互線　け　一＿一一ロ　ツカー　燈損一一1−一ロツカーターミナル熔融r　一＿＿一ロツカーターミナル弛み三1：二1三三二1一二三11＝三二三111三＝31−3二4−＿＝−1＿∬＝二＝二＝三三三二二二ヨ：ゴー二三一　　　一二王二三1＝三＝三1二三＝三1二；＝三2二；＝＝玄；二＝≡2；6＝三7二云＝三4云垣＝元二二二三一二二二二三二二三三1二二〒三1二三丁6s壬丁三1百丁亘37蕗ホルダー締付弛み一＿＿計＿∋＝第1表　（其の一）　電動機租別故障回敷（昭21年）ア．電機子コイル電機子コイルの暦間短絡及び接地は各所共また何れの電動機鐵心の出目の箇所（第1田×印めところ）で最も多く起つている・修理された電機子等でコイルが溝釦（20）弍1−一享　一三言ひ三ロ三へ　・svニニτ「一ひ二1で：二�k言響　　　　　’　　　、　　　　　　　「　　．”　　　　　　　　、A蔽製75KW　　A誰製KW（ローラーBr）　　（プレーンBr）B杜製105HP　　C赴製200HP138台62台52台52台電機子・【・1・1・1・1・計・1561・89・56・1・1・計・1・1・1・1・1・　　　　計　　　　　　　互1010131095　f1−r−　1　4　66「84111三三莚三三三≧13116ヨ葦1亘び言4考豆1ユ旦65〒4−21−lliE三：1エユ1皐三746一313　2　112三5≡2215計96’42362935＼2・＿タ　ル＿焼＿け．メ　タ　ル　摩　耗212墾其　の　他ロ　ー　ラ　ー焼け＝三二＝＝三二三二二＝三二二＝二二≡二＝二二三頁二二二二二三三三三三3三三三豆5二二二二三三1旦三三1百三二＝；二二2＝＝≡＝三＝＝＝＝二三＝＝三≡1三：三6＝二二＝三一：6三9ローラ’カバー不良ピ　ニ　オ　ン弛み計第　2　表（其の＝）　の申で充分固定されていないものは1ケ月乃至3ケ月の　壽命しかないものである．輕度のものはコイルの上部の　絶稼を焼き大きな穴が明いている程度から，バインド線　を焼切り＝イル全部を損傷している（第2圖）ものもあ　るまた短絡したコイルに劉する爾端の整流子片は必ず焼　損している．電機子コイルの絶縁破壊の原因に就ては亥、の3項目に大別されると思う．　　1．先天的に絶縁耐力の弱いもの　　　　　＼　　2．、コイルが溝内で充分固定されてない場合　　3．使用中に漸吹漁氣又は油等が侵入し絶縁を劣化せし　　　　　　　　　　　めた場合第1圖　電機子コイルの故障箇所然して第1の原因によるものは使用後1ケ月以内に起る最近の含浸絶縁ワニスの質的低下及び乾燥設備の不充分電車用主電動機の1致障・長坂出口の部分に多いのはコイルの動揺のため若くは溝に容れる時に無理があるためと考えられる．起動時の強い衝　　　　　　　　（、、L　、　！　＋に基くものと思われるが最初から絶縁抵　　’抗の不良のものも非常に多く（第2表蓼照）斯るものは僅かの電氣　　　‘’的又は機械的衝撃に依つて　・使用後間もなく絶縁破壊を起し易い．第　、2の原因に依るものは使用　　　　　　り後1ケ月乃至牛年を経過し　　　、　　　　　　　　ゴ1て起る．上記　　　　　　　　　　　iのやうに破壊　　　t”が特に鐵心の　　　　　　　　・・｛　　　　　　　　⊆第2圖　電気子破損の一例撃にも弛まない様コイルは充分固定されていなければならないことは勿論である．第3の原因に依るものは一般に前二者のものより以後に護生すると考えられるが特に風雨積雲の甚しい時は此の原因に因ることが最も多い．一般に電機子の壽命はその巷線絶縁が使用中乾燥牧縮し　　　：　・llて鐵心溝丙で動揺し始めることにより決定され，斯る状態になるとその振動により急速に弛緩の度を増して接地層間短絡，及びバインド線切断等の致命的故障を生ずる　”に至る．當砿では温度上昇高く而も頻繁に起動，停止，　　　　　　　　　　　　　　　　　．（21）211　　　　　　　　　　　　　　　’：’1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　1’1：’／n・Y−to、t＼’’、∵7’三・二六‘可・蓮轄等を繰返し酷凍される電鐵用電動機め電機子コイル．の製作に當つては特に乾燥牧縮性の少い無機質絶縁材料を撰び，鐵心溝内に納める部分は各素線を充分加熱成形’して固着させると共に適當な上締め絶縁を施し再び加熱塵縮し乾燥牧縮が殆ど起らないやうにし，表面にパラフイソ等を塗布して充分滑りをよくして溝にしつくり嵌合’させ，絶縁ワニス威理を数回繰返し間隙を充分充墳している．また鐵心は精密なコソバインドカヅターで打抜かれるから溝壁の不揃を生ずることがなく電機子コイルの挿入が圓滑に行われると共に損傷を與えることがない．イ．バインド線の切箇　　　　　v　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　此の故障の目立つて多い電鐵が一箇所あつた．（第2表蓼照）バインド線の材質の不良，巷き終りの部分のグリ　ップの掛け方の不確實，孚田揚げの不良叉はその素成○　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1）不適，及び電機子コイルの振動等が綜合的に原因してい　る．先端を上に曲げたものは傷付き易い．然し其以外O　．電鐡では電機子コイルの故障に依る焼切れ，若くは静止部との接鯛等他の原因に依る以外は殆どバインド瓶自饅が自然に外れたり切れたりすることはないやうである．’　バイソド線は通常充分な安全率を採つて設計されているから電機子コイルの遠心力に野する強度の不足のために切勘するやうなことは殆んど無いと考えられるが，最近第3固　整流子面の境損の材質の低下，不均質性に鑑み當註では抗張力試験及び曲げ試瞼を頻繁に行い萬全を期している．　　　　　　　　　　　　　　　　’ウ．整流子の故障使用されてL・る殆ど全部の電動機の整流子片は其の末端部が第3固に於てAに示すやうに丸く消耗している・倫甚しいものは同側面圖に於けるBに示す如く端面に、穴が出來ているものもある・此は同圖×の矢印間に放電を起し易いためである．22（22）ノ、”1「＝’・一　　t‘�n　二‘二・一一一一丁1二∵　三・一’最近枇悪な刷子め使用のたあ其め中には著しく整流子面を摩粍させるものがあり甚しきは1ケ月に1粍程度に達し短期間に創正を施行せねばならないので整流子の壽命を著しく縮める．アソダーカットされた整流子片の面取りの多過ぎるものは整流子面の摩耗が早いとは云われている．整流子片の幅の拠・ものに付ては電氣的にも機械的にも考慮する必要があると思う．ラィザーとコイルの孚田付が不充分なために襲熱し該部が弛み焼損しているものもある．整流子クラソパーと整流子との間（第4圖×印の箇所）は最も塵埃等が溜り易い．特に直列通風型の電動機に於xAXBy1y○　　　　　　　　　　　　c第4圖　刷子端子の折損，第5圖　刷子カーボン　　　の摩粍て著しく．そのため此の部分が絶縁耐力を失いアークを襲生し閃絡の原因となることが多い．また該部に嚇糸を用いたものは焼切れ飛散することもある・當杜では此の部分には麻糸等の可燃物を用うることを却けガラス繊維テープ等をワゴスで饒き付け適當のワニス慮理を行い表面を充分滑かな面とし塵埃や鐵粉の附着を防ぐと供に最後に耐燃塗料を塗布して閃絡に謝する危瞼を極力防止している．閃絡を起す動機に付いては不明なことが多いが各電鐵で聞いた最も多いもの及び特殊なものを列記すると次の通りである．1．過度の速度に於ける電氣制動ノッチの進め過ぎに因　　る過電墜2・手動加速の際に蓮轄不慣のため護車後間もなく登坂　　又はカーブに差しかNる場合及び荷重の多寡に依る　　コソトロ’リングの不適當3．急停車にリ7〈　e一スハソドルの使用三菱電機・第22巷第1號・JANUARY　1948＼・　　　／：7：罰：ご二三∫三二a．二�d∵二二∵≡∵1三一”　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　＾，　　　　　　　　　　、　　　　s　4．渦負荷の状態でセクショソの通過、　5．蹴掃除の不充分のため整流子と同クラソパー周縁　　　との間の絶縁破壊　6．電機子コイルの絶縁不良　7・異物の侵入　　而して斯かる動機に因つて閃絡を起し易いのは整流状態の不良なる電動機に多い．整流の不良は他に種々め原　因もあるが整流子の歪又は偏摩耗に起因することが多い　やうである．此は東京方面の某電鐵の實例であるが，一　年間の使用に依る整流子の偏摩耗は0．10〜0．13粍程度　である．其の電鐵では整流子面の制正に留意をするやう第6圃　抑え金を有する刷子保持器一一アT．ゴ’一＝「＝一二．下　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　！i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　�d1ないものが多く使用者側でより厚噛板叉はよ’嚇丈な鏡物で作つて取り替えている場合が勘くない．此等は安　　、全電流密度の賠からは充分であつても電鐵用電動機でば’斯様な小さな部品まで蓮績的の衝撃による機械的強度が顧慮されねばならぬことを物語つている．　刷子カーボンの壽命に付ては各所で異るが干均3ケ貝程度で交換している様である．然して一般に質の良いカ．・・ボンをよく吟味された保持器と適當なばね堅力のもとで良好な整流状膿を保たせて使用する時は實際に整流子　　　’との摩擦面の減耗する割合は非常に少いものである．ある電鐵に於ける調査に依れば此の刷子端面の摩耗は大約になつてから閃絡事故は一ケ年66件から一ケ年3件に激減して居る．整流子の歪は枯らレの不充分のため，また偏摩耗は整流子片の硬度の不揃い，電機子の静的並に動的不釣合，及び刷子の不良等に因るものと考えられる．當蔵に於ては整流子は組立後高温度の函の中で充分長時間定格速度以上で回轄し仕上創り後の歪の絶無を期し，またライザPとコイルの牛田付け等の際熱のため整流子片の一部が鈍り硬度を減ずるようなことのないよう充分注意すると共｝と，回轄部の各部品は各々完全に静釣合をとり完成電機子は動釣合試験機に依り精密に動釣合を補　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●正している、3・刷子の故障刷子保持器の故障の大部分は鐵粉塵埃油等に依る碍子の汚損に因く接地及びアーク襲生である．EPち此の熱のた’め碍子は破損され内部絶縁は炭化される．此は保守に氣を付ければ大宇は防ぎ得るものであるが，それには該部の掃除の行い易い設計であることが望しいと共に特殊の掃除器具等を工夫すれば便利と思う．　　　　　　　　　　　　　　　　ゼ何れの電鐵に於ても刷子接績端子の破損が非常に多い．銅板製の中間端子で第4、圖Aの型のものは同圖×一×面から折れ易くBの型の6のが良い様である．’また眞鍮鐘物の端子は同圖Cの様にボルト穴の断面Y−Yからよく折れている．一般に製品の端子は強度の鮎で充分で電車用主電動機の故障・長坂A　パB”t．llt　1！l　Ill、　、’第6圖　保持器枠の修正　　　　　第7口補極コイルの膨脹　　　　1萬粁に付き1粍程度に過ぎないとのことであZ�c然る　　　　に刷子の交換期間が敷ケ月で｝｝？るのは主として吹のよう　　　　な理由に因るためである．（第6固）　　　　1・上部端面の減耗　　　　2・側面の摩粍　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　3．衝撃に依る敏損　　　　4．黙瞼の際に於ける摺合せに依る損耗　　　　　、　　　　刷子ばねの堅力あ適否は整流の良否に影響あるのみでな　　　　く刷子の摩擦端面及び上部端面の摩耗をも大いに左右す　　　　る．ばね堅力の強さは鋼板叉は燐青銅板の渦巻きばねで　　　　直接カーボンを堅える型のものは大凡毎干方糎に付き，　　　　0．4乃至O．・5妊の範園でメーカーの設計値の儘で使用さ　　　　れているが鋼製の蔓巷きばねと大きな抑え金を持つた第　　　　6間の型のものは設計値の2乃至3倍に強めないと刷子　　　　が邸躍し整流作用が悪い許りでなく，刷子の摩擦端面及　　　　び上部端面づ摩耗が著しいことが往々ある．上部端面の　　　　摩耗は何れの電鐵でも顯著に表われているが上記の様に　　　　刷子保持器の型及びばね麿力に依り亦カーボソの品質に　　　　依り其程度に差がある・また刷壬抑え・（第7回A）のカ　　　　Fボンとの當り面は必ず滑らかに且完全な丸味を有する　　　　よう仕上られていなければならない．丸味の不完全なる　　　　ものを用うるとカーボンの上部端面摩耗が著しい．　　　　刷子の側面摩耗に付ては特に著しく注目されている所　　　　と左程目立たない電鐵とがある．前者では刷子力Fボン（23）23　］い；　Jl　’H、・i一1轟�n7’∵L：：ご∵幽’：・．∵二◎∵�i三1�`でぶ．；，，’1‘∴・t／　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　’　　　　　　〈3），（り∴ttは殆ど此の摩昆に依り壽命が決定されている・某電鐵で二は卿様にして此の側面醗を可及噸少・ぜてい・・�b　　郎ち刷子の側面摩耗は刷子ボックスの内面が摩耗して刷い孔の問嘩隙を生じた保撒こ於て停に甚しい・然し：　，て此のボックス内面の摩耗は一般に第7固Aめ様に下部｝∵猷きい、それで同圓・矢印の醐を叩い・内側に働）’1’に憂形させだ後Bの様に内面を刷丁に合せて仕上げ直　　　す．斯檬にして遊隙を締め直すと刷1一は幾分傾斜するこ，・　‘とになるが刷子の動揺を滅少し側面摩耗を少くするに役　ジト立つ．s・　　　上部端面及び側面摩耗（就申段をなして減耗するもの）　　　の特に著しい炭素刷子は衝撃に因る敏損及び整流子面を灘別一一使警1∫2ケ月3ケ月4ケ月5ケ月6ケ月、計バインド線切断　　　　＿＿一スリープバンド切断4−−8電機子絶縁不良　　　　　一　一コイルエンド剥離＿一一一　一一亘　線　接　地二其　　の　　任二合　　　　　計43丁丁三百N⊥⊥2」一⊥旦12⊥⊥−1．2−N4T＿日＿N二1＿⊥⊥旦292u一一11　司＿12−8一旦3497一三て�e．“「！”三苧誇・’で三で・’＝1六三口で亘ア・li．；：．卜　　　第2表使醐間と櫨の願1�c灘三き芸�g煕璽鷲ξ覆：き’　　めの損昆が蓮轄に依る摩擦より遙かに多く當事者を最も　　　困らせる．また刷子保持器のシャントコソダクター及び、．　　刷子のピグティル等が切れている様な場合は著しくカ・一’　　　ボシの壽命を短縮させる・帯状のシャンNよよく折目が　　　出來て切れているのを氣付かないでいることがある．　　　4．静止部の故障’顧憲して充分保たれて居なければならない．特に此等の堆積し易い電動機の下部に於てはその爲に接地しているものが多い．亙り線の申間で接手金物に依り接績するものはその重みのため亙り線が弛み易く亙り線を掴んで見て僅かでも動くものは短期間に必ずその縛り付けが弛んでしまう．端子が抑えボルト若くは立込ボルト式のものは必ず適當な廻り止めが施されていないと弛む．ボルトナットで締合せる型の方がそのili：　ltい．di”　’一ル取付ボルトの弛みに依る故障も何所とも可成り多いようであるが，此は早期に氣付かないと電機子とポールが接鯛して大事に至るは勿論其魔に至らぬまでもポ・一’ルやコイルの動揺のため種々の故障の原因となる．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　倫少し麩つた　　　　　　　　　　　　　　　　　　故障としては新　　　　　　　　　　　　　　　　　　晶電動機のエッ・　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヂワイズに巻か　　　　　　　　　　　　　　　　　　れた補極コイル　　　　　　　　　　　　　　　　　　が使用している　　　　　　　　　　　　　　　　　　　うちに第8圖の　　　　　　　　　　　　　　　　　　やう二脹れてき　　　　　　　　　　　　　　　　　　て巷き換えを絵　　　　　　　　　　　　　　　　　　儀なくされでい　　　第9圖　電機子軸の折損　　　　　　　　　　　　　　　　　　るのを二箇所で　　　　　　　　　　　　　　　　　　見た．此等はあ　　　　　　る時期に相當違　　　　　　纒まつて起るや　　　　　第10固　キー溝の損傷　　　5である・また　　　静止部の故障中最も多いのは界磁コイル及び亙り線の弛　．　　　緩，焼損で完全に亙り線を燃焼した實に惨惰たる姿を各　　　電鐵車庫で見受けられる．之はコイルの弛みに依る振動．　　に因り亙り線が箇線又は端子締付けネジが弛みそのため4　　過熱して亙り線を焼損するに至つたものが多い’界磁コ　　　イルの弛緩はコイル絶縁の枯れに依る厚みの減少とコイ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ・　　ンレばねの弾性め不足に起因するものである．その爲にコ　　　イルが動揺し端子を弛ませ叉は亙り線と端子とめ接績箇　　t所から素線が一本宛て漸次切断されて滋に焼け切れるこ　　　とになる．コイルの動揺を防ぐ爲にコイルの背面に0．8　　　粍のブーラーボードを2乃至3枚挿入している寅例があ　　　った、當冠では界磁コイルの製作に當つては枯に依る寸　　　法の牧縮を極力防止するよう注意すると共にその背面の　　　抑えばねに付ては構造並に材質に圏し充分考慮を携つて　　　いる．亙り線と接地部との間隙は鐵粉塵埃油等の附着を　　　　　　　へ　　　24（24）ZX−Xy一　　．■AyZ第11圖扇身破損の一例三菱電機・第22巻第1號・JANUARY　19L8：・声7弍」戸著’汽で�k“’⊃乃い巨7亨一∵丁…F’・碍τ　一▽，　　　，、　　　　　　　　　　　　、．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　　　　’t・他の電鐵では購入した75k．の電動機の亙り線22雫方粍　のものは璽々過熱熱損するため50平方粍のものこ全部’　取替えている．此も電流密度からは充分な容量を有して　いるが機械的振動に因る強度から素線が漸次断線して行　くものと考えられる．5．電機子軸折れ及びプアン破損電機子軸の破損ぼ第9薗に於けるX−X，夕一y，又は9−X面つ何れかで起る．但し此の故障は電鐵により’また電動機の種類により非常にその頻度を異にしてWる．普通鍛鋼のものは矢張りNi−Cr鋼及びCr−Mo鋼等のものより折損の率が非常に多い・某電鐵で購入後間もない電動機の軸が頻繁，＝　Z−Z面b・ら折損したが此等は電機1三軸のキー溝の端が胴付きAに迄及んでいたためである．次に面白い事にはピニオソ弛みのため第10圃の様に撞がつたキ←溝を熔接肉盛りして創正した軸ぱ殆ど例外なく　　　　　　　　　　　一’ごぞ　’‘’；；　で1懸璃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　パ‡三�l難鷲‡謡▲芝ご�m・iることが到る．ピニオソ弛みのためテeパー軸�S偏摩耗　したもの及びee・’一溝の損傷したもの（第14圖）に濁して．　　〉熔接盛金する事は前項の理由から避けた方が良ぷ寧ろ他の位置に新しいキー溝を作り古いものはその儘にして　＼，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t置く方が無難である’著しくテーパー部の偏摩耗したもの及び新しく掘つたキー溝を更に損じたものは軸を取り、’；・換えた方が得策である．一般にピニォン弛みはテFパー部の径が比蜘勺小さい小型電動機に却つて多いようであ　〕　る，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’X／ノ×，　　　　　　　　　　べ＿x＼X第12：圏　　扇　車　の　破遭損＝一第13圖　臆急修理の一例11使用後幾何も経ずしてy−y面から折れることを殆んど総ての電鐵で経験している．また此の事は特殊鋼の軸に　　　　　　　　　　　　　　　　くの於いて却つて著しいとも云われている．銀金邉りの扇車に於けるりベットの切断に依る分解及び鑓造の扇車の韮裂飛散等は意外に多い．（第11薗）扇車に熔接された「釣合重り」が剥離した例は絵り聞かなかつたが扇車に餓り大きな「重り」を付けることは其のために扇車の受ける鷹力を考慮すべぎである・鐘鋼製の電機子輻鐵の亥根の部分が第12圖のように割れて飛散する事が往々ある，此に野する一つの懸急修理法として同圖の程度のものe＊　X−X面まで創り取つてしまい第13圓の様に別に鋼板製の扇車を作つて此に熔接して使用されているのもある・6．ピニオンの弛みピニオソが弛み異昔を襲する故障は各電鐵共に相當あるが一般に新品は次回分解まで弛むような事は稀で此は分解後にピニオソを嵌める作業方法の如何に依り此種の故障の多寡に可成りの開がある．此等に野して数量的の統計は得られかなつたが其を大別すると第3表の通りである．焼嵌は大部分油を用い110℃程度で行つて居るが某泣は熱湯で行つている・此等を比較するにテ←パー軸に樹し電車用主電動機の故障・長坂　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蝉司作＊’法已む度合A，B，　C鐘仕上げに依り摺合せを行いたる後焼嵌める非常に少し（但し此等の電鐵では附随車を連結せず）D．　　　　　　　　　　一綿密に摺合せを行い三分の二乃至四分の三の當りを得るやうにするが焼嵌は行わない電動車浦輔の中3ケ月に5件あり．（焼嵌を行わぬのは分解に便なるため）E，F　　　　　一一摺合せを行わず焼嵌のみを行うE牡可成多し　＼F杜稽・多し第3表　ピニオン弛みの比較’…　　　　　　　　J　　　ll］　s‘　1　・’／：1ざ］・lf7．軸度の焼損及び軸受の摩耗　　　　　　　　　　司　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　・；1最近鮎瞼俗守の不充分，良質油の入手難等のため各軸承　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　fz！の焼損は一般に非常に多い故障の一つである，また油壷　　t−　／／�dの1詰醐」としても継のよ’う脹さや太さの揃つた却毛糸束は得られず，一部には木綿屑も使用されて居り油　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・1質の低下と相侠つて給油の不圓滑による軸受メタルの焼損擁綴・せ・傾向・ぷ・然・吸繊の鮎に於］て綿糸は必ずしも毛糸に劣らないこの理由で昔から綿糸、　　　　　　　　　　　　　ぴ　のを混用しているところもある・）　メタルと軸との遊隙は定期分解又は他の故障りため分解　　・・tされた時に電機子軸承では1〜1，5粍，車軸受は2〜3粍、　　、以上の遊隙のあるものはメタルを盛り替えるのが普通で　　　　くのあるが，此の程度を遙かに越えたものも他に故障のない　　�h限り使用を績けられている・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’・　　　　　（25）　25tヱ，・〆�h　　　　　　　　　　▲ffi“　　　v　　＝：　　　・L　三・．・’「　「．　ナ〆、一一一・二．ワー1一こ‘　　　電機子軸の偏摩耗したものは創正されるが100φの軸ア　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くの　　　が96ψ程度まで使用されることは極めて普通である．其　　　’のため第15圖に於けるAの部分の段落ちが小さいと旬　　　り込〜で行くに蓮れて段落ちが無くなり，吹でテ　’一パー　、　部分が創られ漸亥テPパー部分が短くなつてくる．’　　　Aの段落ちを大きくすることは鷹力分布の顯からは勿　　　論好ましいことではないであろうが，斯様な次第も考慮　　、　　　に容れてある程度大きく設計して貰い度いとの希望もあ　　　る．創正された軸に圏してはメタル地金の内径寸法を適　　　當に小さくしないと焼付けを起しホワイトメタルを融失　　　した時故障地鮎より車庫まで曳行するうちに電機子と静ρ一　一　一　一　一　一／A’ぷ”＿一一凸一●　　　　　第15園　段落ちの大きさ　　止部が接鯛して車庫に到着するまでに電機子を無茶苦茶　　に損じてしまう許りでなく逐には回轄不能となり車輪を　　引摺つて車輪タイヤーまで損傷するに至ることがある．　　　ノ　　電機子軸受及び車軸承の推力面の摩耗は意外に大きくホ　　ワイトメタルが無くなり黄銅地金に迄喰い込んでいるも　　のが澤山見受げられた．是は此の部分に蜀する給油が充・　　分に行われ難いためである．油溝の方向を考慮するか　　叉別に何等かの給油方法を工夫すると好結果を得る・此　　の摩耗を顧慮して第6圏に示す整流子ライザ←と刷子　　保持器側面との間隔は最小3粍以下になる事があつては　　ならない．また電機子軸受，車軸受ともメタルと軸受殻　　との間の衝撃摩耗は意外に大き’〈軸受殻との間に0．05　　程度の締代を有していた砲金製の電機子軸承〆タルが一蹄（26）第16圖　保持器とライザーの間隙年を経ずして全くがたがたになる様な例も勘くなく寧ろ此に封す（？o興當な修理方法を構ずる事が肝要であるよう’に思われる．車軸受蓋の下部の取付ボルトをヨークに立込む型のものは特にボルトが弛み易い．此は早期に褒見しないと弛みのため電動機が動揺し猛々弛み逡にボルトを脱落させる’に至る．また摩耗した車軸受メタノLは此の蓋の弛みのためキ←溝を外れて廻り油壷の窓を塞ぎ焼損する事がある．即ち立込ボルト式のものは必ず確實な廻り止めをボルトに施さねばならない．此のボルトにスプリングワッシャーのみを使用していたためある電鐵で毎月50乃至60本のボルトを落したことがると云う●9．結　　　言上記の事項を纒めると電車電動機の故障は機械的には烈しい振動のための繰近し懸力に依る疲勢と急激なる衝撃に因り，また電氣的には鐵粉，塵埃，油等の堆積のための絶縁耐力の低下に原因している．此に封し主として工作上の面から留意すべき黙を列記すると，a．電車電動機ではすべてのボルトやねぢ類は弛むこと�k考えねばならない．上に述べたものは其の一部で衙此の外にギヤケースの取付ボルト，刷子保持器とロッカー，ロッカeとヨ←ク，刷子ターミナ’1’等の取付用ボルト，引出線押え金のボルト等大小を間わず弛む櫻れのないものは殆んどない状況である・從つて此等は必ず悉く　　　　　　　適當な廻り止めの庭置を施して置くこと　　　が大切である．　　　b．電氣的絶縁は静止の状態に於ける耐　　　墜能力よりも絶縁物及びリt−一ドの被覆等　　　が振動や衝撃のため損じ絶縁耐力を低下　　　　　　　させる事がないやうに考慮を描うことが　　　　　　　肝要である．c．　熔接部は繰返鷹力及び衝撃等に劉しまた鎖付部も激しい震動力に蜀し充分耐え得る強度に施されること・d．鋲及びカシメ止メ等はなるべく用いない方がよいが使用するときは余程注意しないと弛む．要するに使用者側の希望する電車電動機は第一に各部が堅牢なこと，第二に保守酷瞼の便なること例えば蹴窓等は充分の大きさを有し車畿の床の穴及びピット丙から刷子の取替え摺合せ作業の行い易いこと，第三に故障の際に修理の施し易い構造であること，等である．　絡りに阪紳電鐵，京阪紳急行電鐵，山陽電鐵，近畿日本鐵道，省線明石電車匿，友び静有電鐵（イロハ順）の各冠の方々に圏して有益なる御教示と御懇切なる御配慮を賜つた事を記して以て感謝に代える次第である．三菱電機・第22巷第1號・JANUARY　1984四　li電解蓄電器による軍相誘導電動機の起動特性最近當示土に於て友撤起動軍椙誘導電動機の起動回韓力を低下せず蓮韓中の騒音を除く目的で蓄電器起動型輩相誘導電動機を設計し之に電解蓄電器を用いた虚豫期の如く好結果を得たので之を此虚に報告する．■　　　’　　尾研究　　　所　岩島村學武：：志、1．緒　言箪相誘導電動機の分相起勤方式に蓄電器を用いて蓄電器起勤型軍相誘導電動機とする時、ま大きい起動回韓力が得られ，且電動子は反嬢起動型の様に整流子を必要とせず又捲線型にする事も要しない．從つて資材は節約され製作費も少くて濟むのである．然し此虚で問題になるのは用いる蓄電器の種類である．紙蓄電器の類を用いるならば電動機よtoも蓄電器の方が嵩張り實用上大きなものとなる．これは紙蓄電器の類では所要耐電堅がいくら低くなっても，紙の製造陵術上或限度以下に厚みを薄くして蓄電器の容積を縮少すると云う事が出來ないからである．電解蓄電器では使用電璽と耐電堅との差が一般に僅少で翠位電極面債當りの静電容量値は他種蓄電器の夫れに比較して非常に大きく，從つて蓄電器としての軍位容積當りの静電容量値も亦大きい．交流用電解蓄電器の歴史は直流用のそれに比べて新らしく，從つて其の研究も我國では未だ充分には行われていない．交流電解蓄電器附分相起動阜相誘導電動機も外國では既に研究され實用に供されて居り，殊に最近米國に於ては箪相小型電動機には盛に此の方式が用いられていると聞くが，我國に於ては未だ之を市場に見ない様である・電解蓄電器の力率は紙蓄電器等のそれに比べて相當大きい値であるので之を交流回路に使用すれば其の損失熱量も亦大きい値となる．紙蓄電器に於ても之を交流回路に使用する時は其の損失熱に基？破壊を起す事を往々見るが，それよりも普通1桁或いは債以上の力率を有する電解蓄電器を交流回路で用いる時は此の貼が大きい問題である．然し起動の時にのみ電流が通じ蓮韓中は回路から切り離される方式の分相起動型誘導電動機の起動用として用いる場合の交流電解蓄電器では其の損失は賓用上殆ど問題でない・即，起動に要する短時間中に於ける登熱量はその蓄電器の熱容量に封して著るしい温度上昇を醸す程に大きい値ではないからである．而して此の場合電解蓄電羅の雨陽極は起動の毎に充電々流に依つて陽極化成が施されるものと考える事が出來るので，電解蓄電器として、よ非常に有利な負荷條件であると云えよう．從つて此の用途は交流電解蓄電器に最適のものと云える．此の観酷から該電動機に交流用電解蓄電器を使用し，之を第1薗　供試竜動機　　右の白い筒電解蓄電器、ノt　　第2圖　蓄電器起動型箪相誘導電動機結線略圓紙蓄電器を使用したものと比較して實用上遜色のない事を認めたので之を絃に報告する．X・供試電動機第1圖は本試瞼に供した電動機の外観である．此の電動（27）27■機の規格ほ∫．E．s．第1i2號に依るもので其の指定された銘板記載事項は次の如くである．出力200W％馬力4極SP−6型　枠番81−5　蓮績定格60　qe　100V　4．9A　1，430RPM60　N　100V　4．3A　1，720RPM第2圖は此の電動機の結線略圓でWsは起動捲線，W坑は主捲線，8は遠心開閉器である．此のSの作動部は籠型回韓子Rと同軸上にあり，電動機の回轄速度が或値迄上昇すると自働的に蓄電器C，起動捲wa　Wsの直列回路を電源から開放するものである．借固定定子捲線の大要を第3圏に示す．置．供試蓄電器試験に供する蓄電器の静電容量値は容量値切換可鍵で最大250μF程度のものを選んだ．紙蓄電器には各種あるが其の特性は本目的に鋤しては大同小異であるので此庭では油入紙蓄電器を用いた．而して電解蓄電器に關しては實用に於ては牛乾式若くは乾式電解蓄電器を使用するのであるが，比較参考の爲に本試験では潟式電解蓄電器をも用いた．1．油入紙蓄電器普通の油入紙蓄電器で静電容量250μF前後のもの10個を以て適當に直並列’接績を行い，希望容量値として使用した之Ial　3，300　V回路の力率改善用に作つたもので1個の寸法は15×36×40（cm3）である・2・宇乾式電解蓄電器陽極アルミニウムには電解蓄電器用として最低純度級に閨する低墜電解蓄電　器用級の0．1mm厚アルミニウム箔を使用し，藥品浸蝕に依つて其の表面を疎くし皮膜の生成する實効表面横を増大させる．之は云う迄もなく出來上つた蓄電器の容積を小さく，且輕くする爲である．　陽極アルミニウムの化成は棚酸安母溶酎uifiLf’llll354．30．！78　578．6．35　／Z　30．8．60．’　　9．　60／o，％〃　6Q／2．60．L：　　35．／3，3035／535、16、　3◎．　　／ク　6ρ一18．、60．ノ9％；20．60．21．60：一lL−35．22．30、一　　78．24．「　　　3525　3σ26．60．　　2／Z　60．　　29　60．30．6035．3∠　30．28（28）7832．　　　78．33，第3固30．60．60．］液を用いて交流化成を行つた．生成皮膜の耐電麿は2枚1封で交流約350Vで使用電塵100Vに鍔して斯様に高い値を採つたのは，電動機捲線のLと共に開閉器投入直後の過渡振動電塵が掛る事を考慮した爲であつた．然し試駿の結果は實際上此の供試品に於ては，斯様な現象の襲生する事は殆ど無いと云う事が後掲オッシログラムに依つても知られる．化成を終つたアルミニウム陽極は2枚を1野として適當な隔離紙を鋏んで紙蓄電器の素子と同様な方法で捲き之を化成電解質のグリセリソ等の溶液中で眞室含浸を行う．含浸が絡ると次に之を溶液中から取出してパラフイソ等で被覆して外氣と遮嵐する．斯くして1つの素子が出來上る．賢際にば其の素子を必要な静電器量値になる歎だけ纒めて外函に入れて電解蓄電器の髄裁が出來上るのであるが，實験には外函は不要で此の素子10個を作りその儘で試験に供した．得られた纏静容量値は約240　pF，力絃は17・8％であつた・3．漏式電解蓄電器アルミニウム陽極及び陽極化成は孚乾式の場合と同様で之を9×12×18（cm3）の硝子容器に藏めた．電解液は化成に用いたものを其の儘使いアルミニウムの防蝕剤等は添加しなかつた．電極の配置は前二者と力率の相違に依る實験値の開きを明瞭にする爲特に力率の大きくなる様に選んだ．出來上った10劉の総静電容量値は2gqμ瓦力率は47％であつた・N．起動回轄力試験1．電・　源固定子捲線圃　　　　　三菱電機・第22巷第1號・JANUARY　1948交流Eit：機を專用せずに一般配電線に電遁を求ため爲現下の不良サービス電氣で實験する事となり，電塵の鍵動に塁｝しては5KVAのタップトラソスで之を調整したが周波藪の墜動は如何ともし難く，、各デ←夕pに其の時の正確1・一ぷ三罫ぞ渓▽二�h’でぽこ∵’巳‘二ひ∵∵一τ懸�n口’�n一◎�n�`ご1噸第4回　起動回韓力測定方法略陶な周波歎を記載するに止めte．幸い波形は略完全な正弦波形であつた。2．起動回韓力の測定方法起動回轄力の大きさが起動捲線回路の謬電容量値に左右される事は勿論である．r而して爾者の闘係は紙蓄電器の類を使用する時は電動機の詳細な設計及び試験デPタ←があれば計算に依つて略其の關係を知る事が出來る．然し電解蓄電器を用いて起動する時は其の充電々流特性が簡軍な撒式で充分に表せな1，・から此の時は實験的に求める方が捷径であろうと思う．本試験では一般に行われているプロニ←制動機法に依つて起動回韓力を測定した・測定の圏象｝ま起動回轄力だけとしたので第4圖の腕木は回轄子軸に固定である．　．滋，1・…・・腕木の長さ（m）〔0・5m〕ωo・・…・電動機電流の無い時の秤▽の讃み（kg）〔O．07kg〕ω……秤の讃み（kg）上記々號を用うれば回轄力τ（kg解ω）は勿論次式で與えられる’τ＝1（tO一ωo）〔　〕内の暫値は本試験に於ける値で，秤Wにはスプリングバランスを用いた．而して電動機，殊に軍相誘導電動機では起動回縛力の大きさは固定子と回韓子の關係相劉位置に依つて其の値に大いに差があるので秤Wの支鮎は可動とし回韓力は與えられた條件に蜀する最大値と最小値を求めておかねばならない．V．試験結果　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　、　　ヤ1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　”t　‘やダクタソスLと其の静電容量Cが電源周波撒アに共振　　，’／‘：鱗蕪；蕊厄豊慧織講罐：：�f竺‘簾；欝8三鷹麓驚蒜憲ζ．1234μFとなり第5圖の油入紙蓄電器の起動回陣力曲線　　この最大値は此のCの値と一致している．電解蓄電器を使　　パ用する時は上記と少し事情が蓮つて來る．此の場合は静　　：11電容量値と起動回轄力の關係曲線は第5固の油入紙蓄電器のそれの様に尖鏡な共振曲線型とはならず同圃の如く最大値附近に於て醐は不鋤な鍵化をす…れ臨611詐器糧嘩力（9・m・w）［．電流（A）・m・（・・D）m・・lm・xi・’1司i・332201051．315．415．069．7Q．51702．4，15．415．895．31152103．5、15．31＆2127．51402253．815316あ153．11702504．214．816．9177．11702804．6，14317．3203．917P2804．914．117．4234．91702905．314．117．6258．51752905．413．817．9289．81652655．613．7182〔第1表〕渦式電解蓄電器　電源1000V．59．2〜室温23°C　　第1章の3種類の蓄電器を用い前章の方法で求めた静電　　容量値，起動回韓力，及び電流の關係を第1〜4表及び第　　5・圖に示す．is，　im，ら第2圓に示された結線略圖の夫々N・の電流の實効値である武此の値は計器の指示が動揺し　　ていた爲，．小歎位の値は幾分正確を敏いているものと思　　われる・　　此の試験結果では電動機に最大起動回轄力を與える起動’　用蓄電器の容量値は起動捲線回路の端子間○全獄曳イソ電解蓄電器によるM相誘導電動機の起動特性・尾島・岩村雛糖量回蜘（・mw）1電流（A）・m・（μFD）　　　　・mlnm・x・・i．277�N●2020．320901ユ15．4．15．043．7751502．115．414．863．71251952．915．315．187．71752403．915．315．3112．42402954フ14．716．1134．92403355．4コ4．617．1160．32403756．215．318．？189．32403806．715．418．8214．32654157．315．820．5240．92654007β16．12L2kl　ll」・1−1d”「｜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，1　　　〔第2表〕宇乾式電解蓄電器　　　　　・’ij　　　　　電源1∞V．　57．Oqp　室温255QC　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］圖のオヅシPtグラムに見られる充電々流の複雑な麩化に’依るものと考客られる’自胴圖は電鰭電器と齢入可　・il壁イッンダクタソスを直列に接績して之に正弦波交流電燃壊煕蕊騰亀�f姦�l」らかに電解蓄電器の充電々流波形に似ておりωL＞i／ωCとなれば鐵心を有するイソダクタソスの働磁電洗波形に　　］似て來る．而してωL＜1／ωCからωL＞1／ωCに遷る邊りの電洗波形は爾者共に非正弦波形で且其の歪の趣も大’　　llいに異るので其の波形及び電流の實効値の壁化も微妙な　　iiiものがあると考えられる．第5園の電解蓄電器の起動囲　　、（29）四x　　　「／Sl、　　　　　　　　tVt’　L＝、　　　　　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り轄力曲線の最大値邊りの不規則な蔓化は以上の理由に因るものであると思う．但Lに電動機の起動捲線を用いる時は之に相當直流抵抗があるので第6圖程に著るしい波形の墜化は見られない．以上述べた庭から電解蓄電器を用いる場合は最大起動回韓力を與える静電容量値は嚴密を期し難いが，費用上の値としては紙蓄電器が最大回轄力を與える静電容量値を採つて不都合でない事が第6固から知られる．起動回轄力の大きさは最良條件に於て油入紙蓄電器，宇乾式，漁式電解蓄電器の順になる．之は蓄電器の力率分が起動回路で等便直列抵抗として働き起動捲線に流入す蓄電器容量（μFD）　20　40　63．12520825232050010002608回轄力（・mw）1電流・（A）・m・m・パlm・x　is1）nio　55080190285355’29022511570641101552854654204153352251651．01．82．34．76．97．28．17．87．57．514．214．414．814．815．314．814．914．814．815．413．513．413．614．617．818．620．520．621．522．0〔第3表〕　油入紙蓄電器電源100V　59．8〜　室温19℃帷器櫨回轄力（・m・）1電流（A）・m・（μFD）m∋m・x　isoo30∋i・1507…　4・・｛2・・　　〔第4表］蓄電器を使用せぬ場合　　　電源100V　59．〜、室温23°Cis……・…・・起動捲線の電流im’…・・……主捲線の電流io・……・・…is，　im合成の線電流る電流從つて電動機の入力を減少させる爲と考えられ’る．第1〜3表で同じ容量に於ける起動捲線の電流は上記の順序になっている．蓄電器の力率は斯様に電動機としての特性にも大きい關係を持つから其の値はなるべく小くなる様に作らねばならない．家に試験中撮影したオッシミ巳グラムを示す．之は電源開閉器が閉じられて電動機が起動を始めた時の起動捲線電流主捲線電流，起動用蓄電器端子間の電塵等の憂化状態並に夫等の位相闘係等を示すものである．筆者が特に知りたかつた鮎はL，Cの過渡振動に依つて電解蓄電器、に何の程度の異常電塵が掛るかと云う事であつた．その爲に種々の異る條件の許に歎十回オッシログラムを撮つ加（30）一．⊃ア　　　　　　　　　　　　　　ヨ　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　�`　　，、YI‘て見たが著るしい過渡振動現象は一渡も現れなかつte．第7〜12圖は其の一例を示すものでie，　im，　io，　es，’cのバイブレータt’一の挿入個所は第2囮に示す第7〜9圖は起動状況を，第10〜12間は位相關係を明らかにするものである．負荷を掛けて起動した場合のオッシFグラムも上記と殆と憂りなく只起動サイクル敷が若干増加するだけである・’筒宇乾式電解蓄電器に就いて蓮績起動試験自口常温にて　・20秒間隔で40，000回及び40°Cにて同間隔で10，000回の起動停止を行つて何等異常を認めなかつた．4540350　300　§25°き2。。回／50　／00：t、t“T　50　　0　　／0　　　　　　　　／00　　　　　　　／000・　　　　　蓄電器容ge　（．a　F．　D）一一　　　第5圖　起動著電器の静電容量値と　　　　　　　起動回韓力の關係］V．他の起動方法との比較箪相誘導電動機の起動方法としては周知の如く亥の如きものが畢げられる・1．機械的方法．起動の際は他の機械力に働調帯掛等で或程度迄回韓速度を上昇させる．2．隈取線輪型．主捲線の中心から或電氣角度を隔て入磁極に短絡捲線を設けて移動磁界を作る．3．分相起動型．主捲線の他に起動捲線を設け之にインダクタンス若　〈．は抵抗を直列に接績して，爾捲線に依り禰圓型回軽磁界を作る．三菱電機・第22巷第1號・JANUARY　1938　　　4・反機起動型．起動の時は反稜電動機として起動し起動　　　後は遠心開閉器に依つて整流子片を短絡する．　　　5．反蹴型回轄子に反擾起動型の捲線と籠型捲線を　　　併有し起動は前者の捲線に依つて行われる．而して此の　・　‘捲線は蓮轄中も其の儘で作動する．　　　6蓄電器分相型．分相起動型のインダクタソス若くは抵、　　　抗の替りに蓄電器ξを用うる．　　　以上の諸法に於て1方法は小型電動機としては一般に實　　　用上不便であり2の方法も3〜6の方法に比較して非能　　　率的である爲極く小型のものに用いられるのみである．　　　3の方法は梢ξ多く用いられるが起動回韓力が少いので　　　其の用途は相當制限される．JES第112號に依る3〜5　　　の型の回轄力は吹の如く規定されている．　　　本試験の結果に依ると孚乾式電解蓄電器分相型の場合に　　　最適静電容量値に於て最小起動回韓力は規定回韓力の　　　250％以上で容量値が約一40％〜＋20％の範園内に於（出力…W）　1醐回蜘停動回轄力分相起動型反摸起動型反擾誘導型125％　，300〃200〃150〜250％150〜200〃200〜350ク第5表　規定回韓力に剴する起動及停動回菊力の辻〉ω乙の塒（3）詮鋤乙の日寺■（ζ、！∪）よりえLを大全くした時第　6（42de＜ω乙のH寺圖電解蓄電器にる箪相誘導電動機の起動特性・尾島・岩村て200％以上である．油入紙蓄電器の同値300％強から見て電解蓄電器の場合も今後力率が低下さるれぽ起動回轄力が反鍛起動型にff　it匹敵するものが得られよ5．此の鮎起動特性に於て倫極く僅か劣るが先づ大差ないものと云える・前記の如く蓄電器起動型を除いて大きな起動回韓力の得られるのは反嬢起動型か反櫻誘導型であるが然し之等は電機子は捲線型とせねぽならず整流型を必要とするのでtiXIOOMllliliiiaVAvcv＞vAvAv‘v＝＝＝・複X7．2VAleWvlv‘VllAllivAvlv‘1第7圖　油入級蓄電器使用無負荷起動！2　第8圖　宇乾式電解蓄電轟｝使用無負荷起動ff）く56A　i・hi・」f，f2X　100V．litlXAItSxiwwwifVews“tfwwtstf＞sA　　＼・llmeAlllll−一第9間　漏式電解蓄電器使用無負荷起動（31）31第10圖．油入紙蓄電器起動乙、sL　7nどS60ec第11　N　宇乾式電解蓄電器起動從つて資材を多く要し又製作も難かしくなるのでどうしても他の型のものよりも高債になる事を免れない．其の上刷子は消耗品であるから度々でなくとも取替を要し又之は磨1刻員失を増加し起動に必要な回轄を増す敏鮎がある．蓄電器分相型にする時ま以上の様な峡階は除かれる事となる．第1圖に掲げた電動機に取付けられている電解蓄電器は直径5cm長さ9cm重量0．28kgと云う極く簡阜なもので分相起動型のイソダクタソスよりも簡軍になるものと思われる．vr．結言以上本文に述べた如く本電動機ま特性に於て反壌起動型に殆び劣る事なく蓮輔中騒菅なく且滑耗部品もない．其tSt　nt｛’sLO（L’c↓s’囎、ど？ηど5〔0第12圖　漁式電解蓄電器起動の上製作し易く從つて値段も1くなり最も優秀な小型軍相誘導電動機と云えよう．今後の問題としては交流電解蓄電器の力率を低くする事及び諸特性を安定にする事，進んでは小型電動機用として連績充電に耐える交流電解蓄電器を得る事等が残つている．不備不充分ではあるが電解蓄電器起動翠相誘導電動機の優秀性が認められて，我國に於ても今後此の種の電動機褒展する事を希つて本文を草したのである．諸賢の御批評と御指導を御頭いする次第である・絡りに電動機並びにデー一一ダーの提供等の援助を與えられた名古屋製作所技術部中里部長，奥田課長及實験に助力された頑島明，田中義一爾君に謝意を表して欄筆す．ノ■■■■新製品紹介三菱6Vエレクリトリツクホーン自動車に　船舶に　是非無くてはならぬ　警音器☆昔　量　は　豊　富☆故　障　は　紹　無☆取　付　は　容　易☆輕　量　で　優　美●52（32）三三菱電機・第2巷第1號JANUARY　1928：「可＝・�_　三ボ�`〜ご：．．一�n三7⊆一：三ア言�nひぐ77；でマP「三‘三：7二言でご一二’ニー一でで5璽薗　　　　　c　　　　　　　　弓　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト　　　　　　　　　　　　　　　　、v！i�Q亀サージ・インピ・一ダンスの簡易測定法（過騨象直覗装置による）　“さきに衝撃波を抵抗を逼Lて供試物に印加L，その抵抗の前後の電位を測定してサージ・インピーダンスを求める方法にてケ＿プル及び架空線のサージ・インピーダンスを測定した結果を報告したのであるが，引績き同一の方法にて，サージ・プルーフ墾璽器，柱上墾璽器及び遮断試験用交流登電機に開Lて實施Lた報告である・　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　〆　　　　　　／1．緒　言繊興直覗錨を用いて・　衝撃波を抵抗を通して供試物　に印加して，その抵抗の前後’の電位を測定して，サ←ジ・　イソピ←ダソスを求める方法　にて，サーヅ・プル←フ鍵堅・／器桂上糎級聴蹴験○’用交瀬電機に關して賓施し（v）　た結果を報告する．然しサー　ジ・プル←ブ憂塵器は縫板を有して居る關係上，サージ・イソピーダソスは憂化をなし且つ反射が重聾する爲にケ←ブル及び架室線の如く簡箪に求められない爲に時間に潤する見掛のサージ・イソピ←ダ、叫、戸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〃　プli　　　　　　　　　　　　　研究所安　藤　安　二’u　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：1・　　　　　　　　　　　　　　｝中圧（線端側｝�C　　　’嵩‘　　圧’�B’中圧（中性臭側）�F’�A第1回t　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　　〕‘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『tl　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L’　’lii　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Tl　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t｛　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／　　　　　　，t．1，！∨「川　　　　　一llべづ▽　＼’」　、−T「1＼こ；「；「「　v　、一　　　’へ，　　　第門　　　　ハー　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　刃ソスの蔓化を求めた亦之に附随してオッシP一グラムよ　　昌り侵熔量を計算しt。．　1、測繍果罐。髄を入れ一Ck遵　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’凋多大の誤差を含む事は自認して居るのであるが，諸賢の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．，享鶴となれば幸いで鎚　　　　　　　�_’1正サージブルーフ難器の場合　　　　パA試験要領゜　　（2，　、弍供試墜璽器はさきに内部電位振動の測定を報告した210KV　110000　KVA鍵塵器の軍相を用いた．　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．弓猶お本礎堅器は塞心であり，且つ上下に厚い鐵板のある　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i�f；；‡�f禦�n灘膓‡ご璽慧饗「一ぞ　　　　　　　・を通して衝撃波を印加し，抵抗Rの前後の電位を測定し　　畠1　　　　　　　　　　　　　　　　　　リ　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　ばて，その爾者及び抵抗Rより劃堅器のサージ・イソピー　　〕’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（33）品口�d．概、［・ll　AtW，＄＠A1�g　�F�Fじへ　　（i）；三、；”1’”1i’、．迫）　署2；5［：・イ）、・・gbn・イ・む・　　，。7286　　　　　2　　　　　R；2502　　（副（二）’　　　　t　・ノ　　　　　へ．＃q？9R／（イ｝2R；2KΩ／＃η2q8（ロ）2R；500Sl．＃！7299（∩）R＝250Q＃7300（二｝R＝90R／2・Mfi　2　fi　6イ1β＝（70」2／＃！7277口）2R・250Rノ＃ノ7278（〆・、2膚＝500」2゜（イ戊（口1｛ハ｝　　　ノ　　　　＃7279‘二）　　2　　　　　　　R＝60〈7Q　　　（二｝■ノ’＃7280　　　　A’＝2KR2�F＃ワ289R二2汽Ω）2’／＃fi　290］12R・　5ao　Q1＃729／、｝2R＝250Ω！2＃9292＿｝R・＝qOR．’、．．t，txs0　5　／0　！5f’10　♪　〃り　ノ520μs・　　⌒μs第3口A　　　（イ）：蓑�d川1、’　　　cu）「　「蘂．’1、、　　（八｝！　＃・728／2R；2κΩ　KK、’・　｛二）（口）’い）　●／＃ク293　．一2R＝qoΩ／＃7294）2R＝250ΩΩ　に）t・t　　・＝μS　　。，，ρ、，燭［・1　　　　　　　第3口B’　　M（34）尋｛ポ｝一一一一一一usLブ　　／0　　？030（vil）�F　　　ミe�Aきu｛イ）〔口）（ハ1〉島1°�C◎第3固CF＞�F吻’＃73／4ノ＃73／6　　’）2R＝250．Q｛イ｝2　　　　　　　　、R＝500Ω／＃ft　3　i3ノ＃．　ff　3　R）2R⊆9Qf≧（口｝2β寓25α？，却73／5R＝500P　（’x）／2蛙η318　冷。go刀’、　　　ね，。す、o，5μ5　　　�eμs　　　　　第3回D　　　　’　、三菱電機・第22餐第1騎・JANUARy　1948、↓1響璽響茨野漂王揮響ぎ�h�n葺認；で下�i゜�nで際�iう零鴨鞭藷i　　　　�A（イ｝〔口｝（バ）：L’、／＃！73／02停50ω／＃「？3B2R＝250Ω／＃∩3122R　・qoΩttx（イ●（口）（ハ）　　vO　’一（イ｝ノイへ　＃f’13012　　　　β＝96の／　　　＃！73022　　　　芹250力1＃7303●　　　5x．O　　　　ノ　　　　　　＃7304（イ｝1＃73052月？50」2／2＃ワ306．8尋ζり2∴、・．自�d�d§　　’1↑　’　　1L　i’V↑o　，。、5μs　　　。＝方μs　　　　’　第．3圃E，t，亡2t3第4圖一t（口）（ハ）（口）（ハ1⌒一μs　　　　　第、〆3■F第5圓ダソスを求めようとしたのである・第2岡中（i）〜（vi）は高睡線輪のサ←ジ・イソピ・一ダソスを求める爲であり，低堅線輪は全部開放（直上の厚い鐵板の爲に短絡接地と同様），申歴線輪を各種憂化して，高璽線輪の他端開放及び接地の場合である．抵抗は大題90ρ，2509，5009，21くΩの四種の場合に就き實施した．第2■申（vii）〜（xii）は中塵線輪のサPジ・イソピーダソスを求める爲であり，低麿線輪は全部開放（但し直上の厚い鐵板の爲に短絡接地と同様），高屋線輪を各種憂化して，中屡線輪の他端開放及び接地の場合である．抵抗は90ρ，250ρ，500ρの三種の場合に就き實施した．y・一　・y・インピーダンスの簡易測定法・安藤KR／009080706050403020／00　5　／0　／5第6その測定オッシログラムを第3岡（i）〜（xiDに示す・B：サージ・インピダンス測定上の假定第4圖（イ）に於て抵抗Rを通して鍵器に衝撃波を印加した場合に，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　・・（・）　一　me、……・………一…・ω　　“芸∴鷲を蹴の見掛の励桝’ダゾ弓　　　　　　　　　　　　　　　　　　（．35）岬　］pu　tt，　NAA　　　ミ1、　　　　R・500n『．ご；　、2　　　　　　　　　　　　　・1　　　　　　　　　　・；　　　　　　　　　　・・1　　　　　　　　　�k　　　　　　　　　　ジ　　　　　　　　　　」　　　　／・一一：、5os　鳩　⊃’　　　　　　　　　．ゴ　　　　　　　　　　　1”，！　　　　　　　　　・・；」　　　　　　　　　　�m　　　　司　　．∵ii　　　ll：〕n　　　　　‘1　　　　6　　20253euS　．；　固　　　　　　　　111＼↓　　　　　　　　　　　�j鰹○，二｝瓢『’“　　　　　　　　　　　　　、難　’ll’；1｛璽巖�`遼場巳，、’（・）とすると，　　　“　　35祭、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　30［三ぷ’三・・c　’’s．．其魔で91（のは容量cを充電するに從つて次第に増加し叉反射波が蹄つて來てt2ではXl（t2）はつ。となり，更にt3では負となる（第4圖（ロ）参照）．副ち反射波をも含めた見掛のサeジ・イソピーダどスの時間に圏する憂化を示す事になり，正負ある事は當然であると思考する・此魔で注意する事lik　Vi（t）は反射波の影響を受｝ナない事　づ劉い，別　ジ謝認、�eい惚／0いぎ�`氣、2520／5∠05　・誉ψ＼こ・　‥　　　プベ・・　　；1r　イ　　L　　　　　　　　　　　　　トh、　・’・iP・、，、．r　t，E老・・ω�e芸雲七・一…・一…一く・）i・IIIとなり，嚇器捲線自麗のサ←ジ・イソピ・一ダソスを表わす事も肯けると思う．C’侵入容量測定上の假定（イ）　第5圖の如く矩形波を印加して，抵抗Rを挿じて’　　　　　　　　郷器の侵入容量Cを充電する場　　　　　　　　合，この時は　　　　　　　　．炉・（1＿ε一t　　　　　　6R）………（・）A’Q．、ト�cn：，・べき　トli「『‘れ二、穀1「Il，）P，．o5／．P第7圖0　　5　　f60　　／ソ　ノご）　25　3紘〔ン5　　　　　第　8　圖捌別男i°eS’雰　20：∵［1、1‘；、よ∴トミ　ss（ss）1‘・t’、い三『已：ニヒ．、「　一5×10t，・7660／Oi　　　　　　、　　　　！　　　　、　　1　＃7289　　1　　｛斤；2幻2↓　　N砿！1日＝ぺ，1　　、”“‘e’閲！第10回50403020ノ00一／0一20一30一40βoす⊂xご迭」〜；第　　ノO．・9　圖　　　　づk”Lt7，u，1Xleif　　／5）aS　＃7309　（R＝5000）N　�r　　　　　第11岡三菱電機・第22巻第1號・jANUARY　1948、鬼−鴨警螺解1璽；一寮1汗三1で璽雫�n璽言璽群璽響竺1懸／1一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’「　1−”・　rl　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l烈　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヂ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t、／’・1　　　　　　　　　第12圖となり，e．はCの爾端間の電位である．之を圖に表わすと第5圖（口）となる．そこで波頭長の定義より，波高値の10％と90％の所を結ぶ直線で，その波頭を代表するのであるから，　　　　　　ノユ　　1−・ε万万“＝02　の場合はtl＝0．10CR−…・・（4）　　1−・一一姦＝α9の場合は・、−2．3・CR・…一く5）故に定義より波頭長τは　　主元ξ・一一2・75　CR…（・）故にc�e…一一・7・Vを得る．（ロ）矩形波の代りV：　Eε一Pttなる衝撃波を印加した場合，この時は，�j一仁�b（・”Ctt−・一∴）　　　　　　　　　　　　　　　CV▲　　　　　　一………・・…（8）となる・此堪でε一Ctt’のλは�@賠郎ちVl（りの波形より得る事が出來，且つ波形は（8）式括弧　　．　　　○違網司、f？ii2、IFξ　o懸コ〜？サージ・インピーダンスの簡易測定法・安藤もX／謡qo80706050403020／00耳第　13　圓丙のもので定まるのであるから，之が最大になる値及び波高値の10％，99　％等の馳の時間より波頭長を求め，然して侵入容量Cを求め得るのであるが，非常に繁雑になる．以上の事を知つて第3園の各波形を見ると（ロ）の場合に相當する事は勿論である．然し今回は多大の誤差を含む事は承知の上で（イ）の場合を用いて侵入容量を計算（，））1（・Pt．　　　け　　　　　≦　　　�A鱈、　　ヌ／。竺…喋　　�`／σ’，／へ「コ⊂ut’］M1⊂斗゜第14回r’（isξK−−os’一一〇：〉＿o　　　�A　　　3　　硲．づ一　〇　　　　　も　　　ぜ　　lv‖D］こf⊆1ξ一ン◎コ．当　・「rll　’三　　hl　J　ili：1ヴ・⇒1、噛きご目：1η1富1舗撒尋　ぷ・慧黛、・週ll61、却　　il　　；¶：1。》碧、琴（紛訂目ぷ　　　　　　量懸ll・；，i，．�d　　『弐’寮汀ぎ言�k�kで菖1：ぐ1貢二�n1∵じド1Llらバもほ　り；1、、竺議　　　　　30｛け　　　　34so1，［三に．，rl’　　．｝，・’詩1�j一�g　．’”，f’cピ　　・！・，∴1ゴ・ら　　　　　玄、ξ二『ピe．．．t／　　　　（ハ）ls，：’．，：’、　　　　　’：tt・　．．」’　　　　　　　　　　　lk！・・‘こ　　’し　　　　一t　　、，ノ1　　　　　　　　　直’亀Trレ’Vl　、“ρ5＃738！�A　　斥ゴκ刀（イ｝細　　一　　　　　tt’　＼●．7r感．、‘・r　Y．、t｝　　＃738？　　　　　　　　「　　　　　　　　．♪）　尺＝3κΩ〔口）1e1イ）　　　　F、　ぷイ　・　1tl　　　　’t　　　、泊（［］）＃’383躍SKΩ　　　　（ハ［　　：p　　、．　　　一・�k　　　．。，1：：　　　　い・t’1　　　　　．べ虻》，？0’30Pts�F（1け∵7弓丁ξ言云�i：三□言：二百叉叉亭驚諏で驚・三1・瓢；：1・そ「！33！334　so＃7384＃038512　．　．R＝、3�Ff�l¶さ嚢ザ�A「tiibeo∂3／33450tイ�Fξ＃038ワ馳・　「幽s《　　’、F　1　　・，’、ミ囁’…　　　　　　　　　ゴ、【口t諸‘dV）δ　　　1250　　　10　　　703040／t5＃7388‘イf3ぷ］，soご345°ご◎ii　73　qo　　　　　．R＝，5Kll＃！73862K刀Lt・．・「　，！「・’1、・L1　1ト11el．｜．　　ト→’r　、，　ぐうダ�`．わ　コ1「・t［　　’�A　40　　／0　　？0　30405卿S　　　ノ　　　、＃730tF3Kn・／t」・薫1�c礁（ハ2｝05　350　　　　　／0　　　　203040＞a5　　　　　　　・　　　　　　　　〔口）（イ）0／0（V）30003／50　3o第　15回　A　’ノ02030．U5350t2〉�Alz⊆＃！7393ワ�FCV］）3α00Msg　034502250　　’0　　20　3040W5｛ハノ5O　　io　70　SO40So／ts＿　一　．＿　｛イ，R＝2KALノ5tノ　．＃7396R＝tKAtviりLttI　　　，1’：．’T∴二ご！�j’［’・　　｛口）±　’　」‘t”dt・．ご　　lbl・P　，　　・　・ts、，『，11’≡　　　　　　　　　　　　　　　　　、”卜卜●　　　　、・〜∵　　　今1・『，：　　　　　　　（ハ　　　　　　　、・v．　「　ご1・ジ　　　コ　　　　　　　　　　　　　j−1］．．、、’　　　　，，　　　　　L；イ’　寸『　「�d1・，」1，11　　　　　　　　　　　　　　　　・．　．、E　　．メ1？∵’17・L＿←＿一＿⊥⊥　　　，0　　／0　　20　3050！orslo　　2B　seiX＄　　＃！73q7ノ00　　／0　　20　304eメt5第15囮幽B＃！73q4｛イ）二塾r辻；yl　．in‘『・入」’き「”t　　　�`培　゜’喜．�A＃η4002R＝3KAで�@（イ1‘vlii｝2R＝3t〈’Q（［〕1、303130o　　　｛0　　　20　　30　50“kS3450／2�A＃7403ウ○●＃a3q・S・　　（ハ）　　ソ0　　　203040μ5＃03qB：NR＝？Kftノ　　　　　O　　　　／0　　　？0　dO／uS　　OR＝500力ノ　　＃η40〆　2・w　　　　R＝IKAtO2050　Pts　　．02c口，寸　tt1（口｝ふ・／輪’O・．／0　’？0305（P＞et5に｝．　　　　t’80／0　　　203040／（S　　　＃q399t【ハ」∀0、ノ0203040，a5　0＃7402（tLlノ〆0220　dO　XtS＃7405R＝250no第15．口Dノ0203ρro）as。出。μ5一μ5第15圏／1�F　2（い�F�A／1（ibA�A1。�A第16圖AO〆�A（VD（i、1’＃7326ノ00f2、イ郎2＿＿＿　　　；一†一一一一7「一訪μs＃　　　一一一一一L−一一一、a5n　tA　　　　　？0　　　．」白　　　　　　　？0Olo＃lll°⊆．c［＃03叱第’3圖（i）（＝）　R＝2K9　　＃7288v・−v・1・（K2）1（y．品）　　　　　　　　ノoon，イ，⊂＃ワ32軒で鵠；Vl（mm）v2（mm）一；劉、1：；（口）つ　　20すμ5；　　　　　　／KA一・灘》＼l！．　ill）illli　　竃　　　　’）1O　／0　　　　？0　　　　　　30　　　　　　第1　第3圖（ii）（イ）．：i＃732q（ハ｝2t（μ∫）LL一oの　　0．　0函一　　1．66　　2．5＝3iS31　　4．16　　5．　　5．55　　6．1　　6．66　　7．22　　7．78　　8．33　　8．9　　9．45　10．　10．71〕1室3−　12，14　12．85二13，57：　14．28　15．：16．＿　17．　18．　19．　20．＝21・67XB3　25．027．527．026．526．0〃〃〃25．525．225．0”二〃34，824．5〃24．214］O　23．8’2膓5＿23元　22．8　22．5＿22．〇二　21．5　21．0　20．9　20．3　20．0。一。μ520．5　　　13．0　　7万一　113．543．5∫20．021．022．0　22．5r230　　〃　23．5〃　．23．8　24．0＿t｛＿　23．8　23．723．523．223．022．922．8一21sT−‥一〃22．122．021．521221．020．5　20．0コ璽8二　19．57岡R＝2K9　　＃72971］ttk　6．0　4．5一頭3．0〃2．52．OI4　1．〇一〃1　1．2　1．1　1．0　1．3　　12　18．7　1顧≡「　10．2　　7．78　　6．51　　6．51　　5．32　　4．06　　2．44　　　　〃　　2．52　　2．32　　2．13　　2．8　　2．611ユ41．545．62．411．0〃2．19〃45．0　　　　　　2．22〃　　　　　　　〃0．9　　　49．00．81．0一55．043．00．8　　　53．02．04L8ガ2：3271．89’0．5〃104．0　　　　　　0．9682．0　　　　12244．5　　　　225τ（μs）｝・・（mm）1む2（mm∫む1一吻＿　0．27．0027．0　一0．83一一　27．04．023．0　　一　一一　一一＿一一1．6726．57．0lg．5一　　一　一＿一2．526．010．016．0．一’一＿一一一一一w「一3．33　　　−4．17　　25．8＿一　一一一　　25．5　12．0　−　　14．0　　13．8　−　　1L5　一些25．2　　　　　　　　15．010．25．55〃　　　　16．09．2−・一一一　6．125．017．08．06．67’　−　　24．8一一　17．5　　一73‥一一一＿一一7．2224．518．06．5　　　一一．一一一一一7．7824．018．55．5　　　一833一〃　〃一　　　　　〃一一1　一一一一8．923．819．04．8一　　一．一＿＿　　一9．4523．5〃4．5一一一一　一一10．23．2〃42一　　　　　一一　10．7123．0〃40一一一一　．11．4322．5〃3．5一一　　12．14　　　一22．2〃　　一3．2一一一一　　　　　一一一12．8622．018．53．5一一＿一．　13．572t518．0〃一　　　　　．一一一一14．2821．017．83．2、一．・一w一一一一15，20．817．53．3z（K2）＿0・−　0．348　0ク18　1．25、1．74　2．43：1］2L941−＿m3．48　4．25二4，8［・　5．54　6．72　　〃−　−・7．92　8　45−　goピ　9．5　10．85　11．88　10’61iO．31　11．1−10三6一（　　　ろYXIo”v）　　Oo　287．0　139．0オ，）「6「80．057i5　412　　　’TTSt　28．8　23．5　20．8　18．05−1工8百＿竺一：　12．63　11．8411．0510．529乏2：．8．42　　9．44　　9．7＿9』−　　9．440．9第　　2　表　・0．5　　　79．3：，・iJ・　II部i：：1　　　　　1　・‘11．26〃78．01．28　　　　　　　　第　1、表してみh．．更獣なる反射檀蛤るものもそ鍛高値を波高値として機械的に計算した．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、D．見掛のサージ・インピーダンスの計算li　Bにて述べた方法にて各測定オッシログラムのVl（t），　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　サージ●インピーゾンスの簡易測定法・安藤吻（の及びRより見掛のサPジ・イソピーダソスを求めてみた．亦V、（のが反射波の影響を受けた場合は候定に反　　　　　　　　　　　　　●し，且つ求めた結果に大なる誤差を含むのであるが，此魔ではオッシログラムを見て明かに反射波の影響を受けて居る事が解るものも同一の方法にて計算を實施した．亦第3圖申より計算出來る敷個に就ぎ實施した．その見”掛のサ←ジ・イソピFダソス及びサPジ・アドミッタソ（39）鴻’：＝評．　、　P！lili．．�dk｝：！；：11’1ξ甑．11｛iiil＃73／q1ブ‘�h　　＃7320／oon　　‘（引　　＿＝．・Si＿−・一一．　　　　　　2＃7322　　　　0　／0ノ、。，5μs＃732／L500メ？（O）’　＿＿一∠　　　　　2／15．’罰髪三叉s’　　　　＃　733／ノ00刀　　　　　0　　／0　　　　2ひ＃．7323・人∩ノκ0（’・　1’詮ξ（ハ）（う　　’　．＿一＿，．　　　　〃くa　　1・　　　．，0　30，aS　　　　　　500A＼．◎第　　17　圖7d一μ5；1．　ムコ1丁ピll’／．1「’9ss　�A一・一⊥一．一‘一・」　／15fC（ロ）2（μ∫）む1（mm）・・（mm）｛・一∋Z【K9、1（　　一5Y×ユov）0．25．00．25．00．一　一・　．一幽幽一0．83〃14．011．00，636157．01．67　　　一24．8　　　一19．0　．−5．8　　　一1．6361．4　一一一一　、一．．一一2．5〃22．02．83．9325．45　　　一333　「　−24．5　　一一23．5　　一1．0←　　11．88．48一．一一一＿4．17〃　−　23．81−　0．7　−　17．0588　−一　　5．1．一．　一一〃〃一一一．一　　　〃一一　　　〃〃555〃〃〃一一　　〃万一一一一一．一一一＿一一一一一　6ユ24．223．5〃16．85．95　　　．一一一・・一一一　6．6724．023．20．814．56．9　　　一7．22一一　　23．8一一　23，0　　一〃14．46．95　　　一一一一　　一一一一・一一7．7823．522．51．011．38．85一一一　　一一一一8．3323．0〃0522．54．45一一8．9一　　　〃一．＿　22．0A一　コ．0一一　　11．0　　　9．1　．一一一一一・‥一一一一　9．4522．8〃0．813．77．3一＿一一一一「　−A一．　10．22．021．60．427．03n一　　　　　．　　10．71　，＿　　　　一　　　〃一　　一　　　　　　　　　　　一一一＿1・o−1　　　　　　　　　　�`一　］0．5−一．．　　　　一　一1工4321．520．01．5　｜6．6615．0一　　　　　　　一　　　　　　．一一一一一一・12．1421．3　　．．　20．21．1　19．1710．9一　12．86　−　21．0一　　20．0一一一10．0コ0．0一一　．一　　13．57←一．−　　14．28〜一・一．20．5二　20．〇一．一一一19・5−1　19．O　l0．5　［正「19．5二9．5　　．一5．13　　　10．5215．19．818．5−11．37ユ114．05＃　7332一　’　　　　・1，　’　　　　　第2　袈　　　　傑　3　圃　（ii）　（ロ）　R＝500」0　　圭〔7298s　　　スの計算値を第1表より第8表に示し（表申Vl及びv2f’1　は箪位をmmとしてオッシログラムの寸法にて表わしL，，f／　　た〉且つil’　・一ジ・イソピFダソス及びサPジ・アドミヅ［／　　　タンスの壁化獄況を第6固より第13間に示した．　　　賞際は抵抗Rの大きさにより反射波の大きさ及び侵入　　　容量Cを充電する時常撒が異り，且つイソピーダソス　　　、が無限大になる所が所々にある爲にRを憂化した場合　　　の相互の雫均値ゐ關係が決定し難い爲に，竺イソピFダソ，jJl　　　　　　！！00∫ユDノ00∫2イ）（イ）2μs2oπ｝．．T咋334一　｛，　　　　　　’203e50α2＃a333　（口10／0K（1　　　　　　　∠／s？e　　　3c50CΩ．E田　　　　　　2品2＼　　　0／07335’一一fi｛t20．30〃（ΩPtワ336o／oll（A’20　　30メィ∫IKR、ハ）　　　　　　2“（ハ｝2一一μs一．μSOio　　20　　夕O第　　17　　圖　（ハ）第3圖（v）（ホ）　R＝2K940（40）z（μs）1・・（mm、・・（mm）1む」一む2レ（砲）γ（．品）0．28．05．023．0O，435230．’・−　　1．2　　　一．260一一　11．0　−　15．0　　　　一ユ．46　　　68．5一一一　　2．4　　　一£4．8一一一．・　16．5一∨一一　　8．3　　　　3．98　一．−25．1一・−　　3．6一一　　　　　　一　24．6　　　一ユ8．5　　　6．1　　　　　6．08一　　　　　　　＿＿　　16．4一一．　　5．　　　　　　　・23．0一　19．0　　　一4．0　　　一9．50　　　一10．5一一・一一　　一一一　　　　一一5．8422．819．53．311．88．47一一一．・　　　　一一．一一6．6622．520．02．516．0　　一625一一一　　　　　一7．5一一　●．22．0〃・一一2．0　　　20．0　＿5．08．3321．819．8〃19．85．05　一　　幽一　一9．1721．520．01．526．7一一3．62一一　　10．　−　2tO一＿　19．9　　　1．1　　一36．2一一2．71一’．．．一一一ヨ　　　　　　　ー一　一＿10．8420．819．6コ．232．63．07一．−　1t66一　　　一20．8　−　19．5一＿　　1．3　一一30．0←−334一　　ユ2．5　　　一20．5　一〃　　一1．0一＿　39．0　・円3．56　一一一一一一　．　一　一13．3320．219．01．231．63．16一一一一一一　　　　一　一ユ4．1720．0〃1．038．0264一一　一　　　　一一一15．20．018．81．2一＿　31．33．2一　一　16．　19．8　　　　　　一二18．5＿＿1．3こ　　　　一　28．5−一3．5117．19．718．01．721．24．72一＿一一　　　18．÷rT　19．5−　　　　　　　　　〃一　　　　　　　1．5・一一．　・・−24．0　　　一4．17一19．19．017．5〃23．4427一一一　　20．　−　18．7　　一17．0　　一17　一一20．0　　一5．0一　一一幽一一一一．一21．218．2〃1．228．43．52一一一　一・−r一　一一一一22．418．016．51．522．04．55一一一　　　　　　　　　　　一23．617．516．0　一〃　　　21．34．7一一．25．17．0　　．〃　　．−1．0　一一32．03．12第　，3　表スにて表わし難いものはアドミヲタンスにて求めたのである．所が囹より抵抗Rを墜化した場合にも各場合よく一致して居る事が解る．次に各場合に就き読明すると亥の如し．1・第3圖Ci）に封する，高塵側他端開放，中麿側開放，三菱電機’第22巷第1號・JANUA悶1948rメ．1、．＼xノ’こl　　L�Q　　　　　　　　　　　｛．1　伊　　、，　　　　　　t第3圃（・i）（イ）s　　　　　’R＝2k2　　＃閥89t（μs）砂1（mm）・・（mm）1む1一妙2Z（κα）扱．元5・）0．！　27．0o・127．0　＿，旦・一一i　　　oo一一一　　3．33　　　4．17　　　5．　　　5．62　　　6．25　　　6．87’　　　7．5　　　8．1　　　8．74　　　9．37　　10．’　10．71←　0．83　1　　26．5　　エ．6σ［26．0　　　2．5−一［一．25・5　　　　　‘．11．43112．14112．8613．571428−15．　25．2　25．0　24．8　24．5　2．4Lo　　23．5　　23．0　．．〃−　　22．8　　22・5−T22．0　　21・8−　　21．5　　21．0　−　〃　　20．S　　20．0　　　　　　　　　　　、　　　tt1　　3．0　　6．0−　　8．0．−　　9，0．二　11こ0−　13・0−一一・14．0　15．5−　16．0−・　16．5−−r17．0−17．5・．17．8　　18．0＝一．　〃一一丁8．5．．−19．0　　18．5−18．0−一　　〃　　17．5　23．5　20．0−　17・5．一コ6．2　14，0−＿　11．8−一一10L5　　8．5　　7．5　　6．5　　6．0　　5・3−．一一4．7一工0　　31丁　　3．〇ニー2．0−2．5　−2：8．・　　2．0　　2．5一3．654．25　5．08　5．66　6・6−7．5旦一．9・0　9．4612．35　19．014．812．8518．014．0一0．256　　　391．00．6　．　　　166．50．915　　　109．31．11　　　　　90．11．57　　　　63．72．2　　　45．5　2．67　　　　37．5　　　　　　　27．4　　　　　　　23．5　　　　　　　19．7　　　　　　　17．7．　　　　　　　　15115−　　　　　　　12．75　　　　　　　11．1　一10．56　8．1−5．26　6．76　7．78　5．56　7．15第4表t（・小（mm）IV・（m叫　　0　　0．83　　1．66　　2．5　　β・33　，4．17−T−5　・5．62、’　625　　6．87　　7．5　　　8．1　　　8．74　　　9．37　　10．一．io．71　　11．43　　12．14　　12．86　　13．57　　14．28−T−15．V・一・・1・（κ⇒・（・詞　25．0・一　　〃　．一．245−24・0　　　〃　　　〃　23．5・r　〃　　　〃一‘　23．0！t　　22．8　　22．5　．　〃　　22．0−　　〃　　21．5　　21．2　　21．0　−　〃　　一〃　一一2．O．O　　0　．−1　’i3．017．o．−1　　　　　　　　　　　　　　19．0　21．0・　22．0−　23．0−　23・o「一・−22．5・．．22．0　　　〃’　　　〃　22．5−　〃　22．0　21．221’5212−2LO−19・9−2旦一20．O，　25．0−12．0−−7．5　−5．0．．．．一．3．0　　2．0−　　0．5．．　　0　　1・0−一一．i、0　　1．0−−0．8　　　q　　O　−　．−0・．．　　0・8−　　0．．．．一一〇　　　〇　　　〇　　　1．0．．　　　0　　0　　0．54　　1。13−−1．9　　3．5　　5．5　23　0　　0011．2511�e゜1ま7500co13．20「℃oooOOOo10．000　　　OQ　　185．0　　88．5　3Tl：IL−−11：1；　　　−1：釣一「一．e」・　　　．7．27−　　・−0．一　　一一〇−　　　0・．−　　　7．55　　　−0　−一一〇．　　　　0　　　　0　　　10．0　　　　0第3圓（vi）（ロ）R　＝500’2　＃　7290　　　EPち第6圏の場合は20μ∫以下は誤差が非常に大きく　　　なつて居る事は明かであり，ZF均約47　KΩを得る・　2．第3圖（ii）に覇する；高塵側他端接地，中堅側開’　　　放，副ち第7圃の場合はZF均約15　K2又は約，8．3×　’10−5・vである．「3　第3圖（v）に封する，高堅側他端開放，中麿側短絡　　　接地，即ち第8圖の場合はZF均約26　K9となる・1．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　s　　サージ・インピーダ、ンスの簡易測定法・安藤　．hi　　，第　3　固　（ix）　（イ）　　R＝5009　　＃7316　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　一．↓　　　　　　　　　　　　　　d、．　、む1（mm）砂2（mm）U1一砂2Z（KΩ）y（。協025．010．015．00，333300．じ．．一一一．．一一．一一一一一一．　0．7124．513．011．5o，565178．o　o．．一一．一一1．4324．016．08．0・1．O100．一　　　　　一一一．、．．一一一一．＿一＿，2．1423．517．06．51．31763一一幽一一　　一＿一2．8523．018．05．01．855．6一．　．・一一一一＿一．一」一3．56〃22．01．011．09．1．一一一・．−1．＿→一　　＿　＿一4．28〃23．5一1．5々．84一12．8・「「「・．一．一一一　．．5一．一　　　〃一’〃一〃〃．．．　　　　　〃、　．・　．一．．．．5．55一〃22．01．011．0　．−9．1　　　　　　一6ユ1　．一．−　22．6一一一　20．5　　一一2．1　　4．87．一　20．6一一ヒー一一　　．一．．一一一．　6．6722．521．01．57．014．3一．　一一一一⊥．一．一7．2222．0〃1．010．5’9．52．．一一一一．一一・　　　　一7．78〃21．50．52154．65．8．33　　　一「1一　〃一一．一　　　〃”二一．．．．　　　〃　　．．・．．．二一．一．　　〃8二｛撃一　　　〃＿一一　　　．　　1．0−一一10．5一9．5年94521．520．5〃10．259．75一一　　10一　．一　　　〃．一．1　　　〃一　　　〃一・Is一．．一一　　〃　　　．一一一一一一一一一一一．．一・一一．一一10．7121．021．00oo0一一．−　　1を．43一1−　　　〃．一一　　　〃一．幽一　　〃一一一　　　〃一一　一〒−　　0一一一．．　　　．一．一．「一一一・一12．1420．519．51．0’9．751025．一一一．一一一一一一・．一　べ12．85〃〃〃〃〃　　　一　．一一．一　一一一　　　　一一一一一．一．1・13．5620．0〃0．519．55．12一一一　一一一1「・．一・一一　一　142819．518．01．56．016．7一一一一　　　　．一一．一一15〃〃一　　　〃〃．〃第5表’、へ〉ht1t（μ∫）v・（mm）　1　・・（mm）　　0　　［　　0・711−．＿−1；43−L＿．　　2．14　　2．85−Lr’1［　一　　3．56　　4．28　　0　　5．55　　6ユ1　　．6．67．．　　7．22　　7．78−’　8．33　　8．89　　9148　　10　　10．71　　11．43112．14−12．85−　　13．56　　1428　　15　24．0　　〃．．−　23．0．．一．　22．5−　　〃．−　23．5　　〃　−　23．2　23．0　22．5　22．0　　〃　一　　〃一．一　〃　21．8　21．5　21．3T−21．0　20．5　20．3　20．0　　〃19．8　　　　　キ19．510．015．018．0−−19．0−20．023．525．024．0−−23．021．0−20．8・21．0−20．8．．222−21．821．020．521．021．5　〃19．519．67191s1−8：．8・一v1　v2z（KΩ）y（　一5×10V）f　14．0　　9．05Lo．−　　3．5−・　．．2．5　　　0　−1．5　＿0．8−　　0　　1．5　　1．2　　1．0　　1．2　−0．2　　0　．−　　0．百　・一．0．8　−0　−　−1．〇　二112．−　　0．5　　0．4　　0　　0．7，　　．04791　　0．416　　0．9　　1．36’　　2．0−一．oo　　−4．旦　　一一7・5．一・・−oO　　3．5　．T4．34　　5．25−−4．34．＝27．8　　00　−．　　10．5　　　6．4−一一廷　　一5．37　　−4．47　　　0．74　　i2．25−　　QO　−　　　6．7．　560．0　　’．一‘246．0　　111．0トー　　73．5　　50．0　　”　　　．0　　　−24．0　　−13．3　　　0　　28．6　　23．0　　　・．．　　19．0　−−23．0　　＿．3．6　e　．−0丁‘　　　9　52　　15．6　　　0　　　　−18．6　．、　　、　　−22．4　　12、5　　　8ゴ｛ジ　　　o一二　　　14．9　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第　3　歴1　（ix）　（ロ）　　R＝　250∫2　　＃7311　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　N’　の中性鮎開放の場合に比して小である．4　第3圖（vi）に封する，高塵側他端接地，中墜側短　絡接地，即ち第9’圖の場合は干均約14．3　KP・又は約　7×10−5　vとなる．　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜　　　　　　　　　　　　　　　　r　　　　　　（41）41i、．1鮮野1：ヌ1欄�h騨璽　　　　　　　　　　　　　　　　　ソ　　　エk’1・・　，，　．．　第・圏（x）（イ）、R−90．2＃73・7　’n　　　�a　　　　櫓　　　Y　　　　　−　　　　、、，・．．噛芦　へ．tcザ・−1’ge・一“lli．　W　t’パ，膓畷・・r　　　　　「t　　　　　♂L　・1‘　　・　L　　　　　　　t騨輝騨　　　　　　　、瞼�M・緬m）；・・（、mm）　　　　’砂1一む2　　　　　　　　　　　’Z（KS2）　　　　｝γ（。五5の．夢＋−ag31　13．〇一．一⊥・　19．0　10．0−．A−　　4．0．　　0．11亨一　　〇．428　　855．σ一一A−　　233．0ざ　　工67一　　・．−22．5一・　20．5　　　一・．，2．0一一　　〇．924　．一．　10S．2、’−−『仁抽・一・−22．0一一　　〃．L5．⊥．−　　1．23　一一一81．3▽　3．33一一一　　　〃　　　＿’20．8　　一1．2L56　　一64．1　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　−　　　　　　4且7s　　　　　　　　−．．一一　24．0　　　−一　一一24．0　　　　　　・．．01−一一一〇〇　　　　　一　、＾5〃25．0一1．0一225一44，4矢　　　　　　　　　　　　〉�`辱　　5、56　　　　∈＿＿一一　　　　・一一　．　　．クー一一　24．0　　　　0　ニー＿一．　　　　　＝．．二．・。一．「−　“0．　　6．1122．521．5’1．01，93551．7　　　一6．67　　　一21．5　　　　一20．0　　一1．51．2一、−　　S3．3　　　　　　　一一　　　　　　　　一　　　　　・722与　　　　　　7．7s軽1：；；一一一　21．0−　〃．一　　〃幽・−　21‘5　　〃一・一一一　　〃−　20．8　21．5　一一一　　L8　、　　　　　　　　　　　．　　〃一一　　9．36　　00一一　　　0！：1：．一1！　20焉一一一一19．8二’19．5　一一一一　20．5’　19．5−−　　18．7　−　18．8　　　　　　　　　一　一　　1．845二1．755　　1．53　　　　　　　一．一　　助．2．一一　　57．0−一一’−　　65．4　　　・一一　　41、3．．一11．88〃19．00．53．4229．2一す一　’　　▲2、5　一一　コ9．0一．一　　〃0・Oo　　一〇惇・’　　　　＼第’6　　表聯　・z（μ∫）む1（mm）む2（mm）・・一⇒z（κΩ）lY（。��1…　17．0　・一10．07．00芦57280．0’　0．8324．0「　　　　　　　　　　　一・　16．0一一　　8．0一　　〇．5　　　　一200．OT一一　　23卓一一　23．01．二”一．1　18．27．5　　−4．80．5：遵｛0，948　　187．OI　　　　　　　　　＿　　105．5一一一幽幽一．一一一一ち　！　　3．3322．5118．014．51．0100．0一、一一一一一．．一一．一一4．17”　’129．02．52．0、　50．0ゼ嘉　　　　　　　、こ22．8−　23．0「23．5−一・−　　24．2．一一一一crr・〒一一　一12　　　一　�n8．1‥一　一5．05一一11．9　　　　−　19．8一一・．一．一＼一一＿L．一粉　6・1↓、　　　6．67ft　・一一、22．5123．0−・一‘　　21．8ぴ　　一・0．7　，○○　・．7．8．0−＿12．8h　　　・ペヤ．22二一一　22．2　　　　　一‘　20．0　　一22227　一　44．0一21・5−1　2工31−20ユー一．−　　204．1．4．0．9　　　　　一　　3．59←　　5．67　　　一27．8　−−17．658　　　’・8．89纂座　　　　　一　21．0−20．8、　　　　　一’一一一　20．8−一．一　　〃　　02ニー丁0一一　26．0−．．．　　Oo　　一一一　　，3．85　一一・−　　　0　　’・↓二10ド　　　・壬0．63、　　　　　1苫．25顧霊　　　　　　　一ニカ0．5＿−　20．0ユ9．8二　19．5　−　18．7＿←一＿　20．0　一　ユ9．0−．一　　〃一＿　19．1−−　18．7　一　　　　一　　α5　　−→・　　1．0．　一　　〇．8−一．o・4二　　〇一一一　10．0　−　　4．75　　5．95−・−　11．92　　・一　　〇〇一一・一　　　10．0　−　　21．0　　　　　−　　16．8　　　　−　　　　8．4　　　0・一一工3，ユ3・18．017．01．04．2523．51　一臼．75　　　一17．8一一．　165　　一一1．3・3ユ8　一　31．4L＿　F　　1437＿　　　　」■L．　ユア．0一一　］5．5L5一　　2．58一’一＿　　38．8一一一一一．　−　一一一1516．015．01．03．7526．6E；謹∴、，　一t．　第3圖（x）（・）R−2509＃7308　、　　　、5鄭圖（・i畑ずる，嘔側｛己端繊，離側一端　接地，即ち第10圖の場合はZF均約11　KΩ又は約9×t　　10←5　vである．　　　　　　　　　　　　　　　　一官第鋼（・）に計る沖卿1｛麟劇満墜側＿端　接地．副ち第11圓の場合はzF弓約7K9叉は15×　　10二5　v　となる．苦都圖（・i）に謝る，唖側他蹴放，asas側短絡ば　　，　　”（　　　　　　　　　　　　　　　　9｝t（・・）vi（一）｛・・（mmS・1・’・’i−v・1卿）γ（．llf’v）　　0　　　　　　25．u　　　　　　7．0　　　　　18．0　　　　　　0．195　　　512．・二　　〇．83−N　24．6　　　　12．5　　　　12．1　　　　　0．517　　194悟0…・1£7」麹9＿　14・0」α0−＿9．7Li4T3ff’＿＿2，5．＿　23．0　15・8二　7．2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i．095　　　　91・4，　　3，33　　　22，8　　　　］C三5＿　　　　6．3　　　　　1．31　　　　76．3”’　°　　4．17　　　22．5　　　　20．0　　　　　2．5　　　“　4．0　　　　　25．0　　．−5・12．1　語「1亙＿、o，7、1・0−2．0〃9．320．0一’　一　　一　　22．8．一　　　　　一　’22．7−　　　一　　　22．5　　　−−　　22’0　一一　　21．8−一一　　21．5．．一一　　21．3　　　　　−　　21．0　　　〃　・之一一　　20．5一一20ρ2　　　一15．0　　　　　　21．5　＿　　22．0　　　　　−　　21．5−一＿　　20．0　　　　　−　　19．8・．一一　　20．0−．9．856．9　　　一一　　＆28　　　−−　　15．7−一一＿　　10．75　　5：0　　4．95　　6．6r　10．15−＿一＿　14．5　　　　−一　］0．0　　gn510．0　　　5．55　　　　　　　−　　　6．11　　　6．67・　＿　　　7．22−　　　7．78・　8．33　　　8．89　　　9．44　　　　　l　　　　　l−．18・8−L−1・5＿1025　　一一一　20．3−．−　20。0　　　　−−　　19．5−一　］9．0　　　　一　ユ8．6　　1．5．一一＿o．7　　1．0−　　　〃・一　　　．−　　12，　　0．9　　　工5−　　2．0　　　1・5三　　1．02．5　　16．0−一一　−　　12．75　一一　　　　一一　　　9．7　16．6−　16．5二−16．0　　　−　　14．0　1−「・−　Ii　‘一一　！17．15　−一・　24．1　＿182　−一　12．535．7‘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第6表（績）第3圓（x）（・・）R−5009＃7309　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t　接地，即ち第12固の場合はZF均約11　K2叉は9×　10−5　wである・8　第3圃（xii）に醤する，中塵側他端接地，高塵側短　絡接1地，邸ち第13圏の場合はZF均約7κΩ叉は14　Xロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト　10r5　vである．　　　　　　　　　”　　『　　’朗ら他端接地及び開放或は他捲線の接地或は開放がサP”ジ・イソ歩ダンスに大なる麩化を及ぼす事が解る．以！上要約すると，a．高璽側捲線のザ⊥ジ・インEn一ダンス　　　　　　　’唖臓放く高塵讐灘の竺隠・一’嘔嶋酬高竺他端翼�b、�f’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i　　　　　　　　　　　　　　kb．　．中璽側捲線のサージ・インピーダンス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ酬一蹴く中ヴ他灘酬短撒く働繊麟となる．Prtttrク11　K97K211　K9’7K9、x’＼　以上述べた事により，サージ・プルーフ憂塵器はサPジ・インピーダシスが鍵化するものであり，侵入容量を充電して行く過程と捲線自身との二者に分け得ると考う．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　K　次に見掛のサージ・インピーダンスは抵抗R，自口ち憂麟に接寧た線路のサ⊃・インピーダンスによ噛ベ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　　　　・三菱劃幾・第22巷第1號・JANUARY　1948　　　　　　　！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〆　　　　　　・　　　　　　　　　　　、　　・　　　　　・　　．　1　　　　・　　　　　　　　L　　　　　　　　．　　　　・／　　　　　　　　　　　　ド　・』　　・）Nぐsis．．kl’a響壁．璽・戸1！奪窒ぷ撃；攣：：15誤≒亘・・よ響撃ξ鏡遠・堅瞬磐�d’∫〃　　・＼　�j；　　　　　、JL−・　　ぴ．．．；、、、、璽璽　　　　　　　s　　　　t”　　　　　、　　　　　1　　　　　　、　　　　　　＼．　　’、ヂ”　　　　　、’第’31圖（xi）（口）R＝250∫2＃7302�n警翌竺等・三三三亘璽1璽�nア警1・　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　、第3圖（xii）（イ）R＝｛500Ω＼＃73041　t（μ∫）　　O　　o，83・3，．　　1．67　　2．5．’　　B．334．171・・（mm）o、　　　’5　　　　5Js6　　　　6：11−　　　　6お7−　　　　7．22　　　　7．78　　　　8．33−　　　　8二8百　　’9短．　　　　10　　　　10．71、　　11．431　　　　12．141　　＿12．851　　＿13・57「　　　　1428二　　　15　23．5　　〃　　23．0〜　　27L・．5−−　　22．0　　223−2’3．0−　　〃一・−22．7　　22．5T　　22．〇二　　2！・亘　　2’1．0　　〃一一一．〃　　〃．一一　　20．5−一邑o・ol］　　　IJ認1；−　　18．5L・・（mm）i＿．ygv・［卿）iO．01610「17万．18．o「19．022．’3　24．5−−24．3−．　’22．0　21．0’t　20．5　20．8　21．0−21・5：一．．　21．0　20．5　202’　　〃−20・0　19．5−　18。5−　　〃　一　　〃一y（。元�`）　　0．1b5−一　　〇．534　　0・71＿　　1．155　’1．5St（PtS713．57．5−6．〇−4d3．O一　0−−1．5−1．31．71．5〃0．70一Q．50−＝O．50・3二1　−0．2　　　0−　．≠0．5．1　　12『1−−0・5＿1　0oo−一一4』8−4．677．853．5，　　3．42　　7．43−　　Oo　．一一10．75−・−oo−一・−5．0，16：sll−　252　　　一一9．75　　3．85　　9．25−Oo，・　　540．0　　1S7．0　　141．0　　’　　86．or一ム　　ココ　　　　　　　　　　　　　　63．3、　　　0・’一　　一24，5　　−21．4　　12．75−　　28．C．．1　　13．45’　　0　　一9．3−ro200，5．94一3．97　　　＿、010．2526．0］0．8，0r第7表　　　0　　α83．−　　1．67−　　2・5−、　　3・34＿　　4．17　　5　　5面　　6．11二　　6．67　　、7．22−　　7．78二　　8．33＿　　8・§9−−　　9．45二了α　　10．63　　11．25−’　11．87−’　　12．5　　13．12　13．75　　］4．37　　15v1（mm）v2（mm）　25．2　1＿24A23・8」23・01“・　22・9．　　〃　　〃．’　5．OL＿−12・5＿、　　13．5−　．15・5．−　　16．0　　13・q−　　22．5　　22．7122．0　　20・5＿．　　20．0−、　　　〃V1−V222．622．3−22．021’521．3−21．2−21．0−−＾20．620．019．8−19．5．二19・0∠18・2＿17．517．016．020．212．3　　20．3　　2b．5−　　20．0　　19．5　　18．8’　　　〃　．’一一’　18．7　　17．（L　　16．5−．ユ6．O・　　14．0　　　〃　10β　　7．5　　7．0　　4．gr　　o4＿　　0・2＿　　o，6＿　　1・8＿　　2．0　　1．5　　1．Ol　　O．7　　　虹「　　1：1−　　1．2−−110　　0．8←　　2．0　　117　一一1．5　　2．0　　2．0z（K£）j￥（x譜u｝’…●0．1240．508　　0．655　　1三〇32　　1・口2　　L838　28．1　56．7　18．32　　5．8−、・5．0　　6．6710．1「　14．65　10．08．8百　　7．sl’　　9．4二11三ヱ＿＿一＿→→・々　　4．25　　4．8ポ　　5．34　　2．335　　も　　　　　　3．5807．0196．0　、153．0　　　ユ　　　　ヰ　　ペ，97．087：5−5砧二B．更　　　　璽　　　　　∴当　　　　　ξ纏　　　　，弓1．5　　　・∴・：“”；5．ICt・∴噛．．1　　　　，刑・藷　　　　c「ぷ懇1語520．01ta15・0」，・織馨；議1膿一璃＿、2．3，・5べ、一　’20．6　　18．仁　　変．8二　　r28．6　‘’、●・，＼’第8＼　表、t（μs）00頂3−』1」6え：2・5−3β3−4・17−55．56　　　　6，11　　　　6」6．7−　　　　　　　　　　　722　　　　7．78、　　8．33　　　　8．89−　　　　9．44一呼　　10‘　10．71　　11二J43−　　！2・ユ4−L12・旦↑司ユ3．57　　i4．28　　15v・（m斗・（mm）lv・一　・・　1・（K・）　　25．O　　　l〃　一“　　24．0　　23．Ol・＿一”L−．　　　〃　　23．2　　23．022．822．522．ゴ22．O．．21．5M21．0　〃　一　〃20．820．52α0工9．8二．19．01・S．5−18．0一7．013．〇−15．0−．16．eM18．0−22．0−23．223．022．020．5　〃21．0　〃　〃205・−20．0−i｛　．S7〃　20．0，−T82L−JiS．617．5二　1ア．0　18．0　12．0−　　go−．．7．0−　　5．0−　　　　　　ヤ　　　ヱ．0　　0　　00．82．0−117工o−0．5・’00．51．0　〃0．70　一1、61：01〃　一〃y（。元�`）　　0．195　　0、5421＿　　　−　　　1　　0．835　　1．14　　コ．8　　　　　　　　　　ノ　　　　11．O　　oO　　　；一一．一　　　：1IStS　　　＼1霊二、9：：4コ　　21．0−・一〇〇　　20、5．一一10．0−9．9’　　14．i5−1　　。。　！5．79・0　，8互518．5rl　513．0　、　184．0　120．0　、　　87．6　　55．5−　　　9．1−．　．0・一一．0　　　7元て．　　ユ9．5　　16．5〆　　　953　vu　　　4．77　　　0　　　4．88　　10．0．−　　10．1−　　70．7　　−0　　．1715　　　1工丁一　　11二4−　　11．75t（μ∫）・・（mm）1・・◎一）v・　一・v・lz（KΩ）コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ペ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　　　　　　　　第3　圓　（xi）　（ノ、）　R＝500ρ　　＃7303　・1分憂化するのであるが無限大或は負にもなり得ると、言う　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　　事カミ出，方ると、思う．　　　　　　　　　　　’　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　E・侵入容量の計算　　　、．　　　　s　　Cに於て読明した如き方法にて多大の誤差を含む事を　　サY一ジ・インピーダンスの簡易測定法・安藤　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　＼　　　1　　　　　　　　　　　　　’t　　tL、　　　　　．　　　　　　、　’Y（。r。5v）0　23．0　・　12．0＿一　　　　　＿ヨ＝ヤ　23．5　　｜　　15．8　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　232・−1　　］6・O．．＿1　22◆S　　，　　18．2　　1、、　22．2　　　　18．5　22．6　　　　21．0　23．O　s，　　24．2　　”・−　　23．5　22．5　　　　　22．5　22．2）．−　　　　21．0　．　21．8−　　『…20．2−！一・21．5　　　　20．5　　〃　−　　20．8　21．4−　　　　21．0　21．0−−　　　20．5　　20．9　　　−1195　20，2　　　・19．0　19．5一一　　〃　192−　　〃　19．0　　　・　1＆0　18．0　　　　i亨こ0　17．5　　　・−16．5　16．8　　　　15．0．．15．8−　　　14．5一！lfl−・劉0．2730．S130亘366．0　　　0．83　　　1．67’　　　2．5−　　　3．34　　　4　　．5　　　6　　　6　　　7　　　7．78　　　8．33・　　8．89　　　9，45−io．0　　10．36・　　11．25−　　11・8Z．1　　12．5　　13．1ガ　　13．75−　　14・3Z　’15．0一1．＿1・120．5012116−1・：orO．70．4’0．51J4−1；2−’0．5−0．2−1．0　〃〃−Tlr8一1．3195．00．99ユ：25−3．28一：5rO4一11．72−＿oo　　4．37　　3．165：13−7．44二］3．11102523．75瓦鉦3．96−9・5＿4至一4・25一4．122．08’2．79180．0・101．080・（L30渇二∨一1鎚・一8．53一一LO22．9’31．6　、19．5’13；4二職　t’v9．7528．82包2ユ0．54．22　・22．2譲　　　　�d§璽：；藷』．1．：ll三菖：週　　　　ト　ヘソニ鶏　　　　畿123．5・べ24．3　、魁轟：三．、．48．2，35．8　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第3固（xii）（・）R＝2502＃7305　・泊認して，各場合に就き求めた値を第9表に示す．表中．「むo．1は波高値の10％，・Vo．6は90％の高さを表わし，｝1及；．：．、一びt・2は夫々の時刻に相毒する．之を見ると抵抗Rが小P’t　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　プ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ベ．なる程：反射波の影響が多く入つて來て値が大とな？でる　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘　　　　　　　　　　　　’　　」：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　43’＞　4S　−，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ！　　　　　　　−　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　k　Xt　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L　　　　　　t　　〆，　　　べ’1，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　・　・st　こ寸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・≠　　．ご；・rr，／L，・」　　’　　　L　　　　t／E　　…　　　　　　‘　　N’　　　『　　・・　　　∵・’　　、　　tt−．　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　‘　　居る．然しR・＝2　K2或はR＝5001Rjの場合は大饅妥當∴な値を表わして居るのは面白いとsc　5．故に矩形波を印　　加して且つRを大として反射波の影響を少くしたなら　　ば益々正確な侵入容量を求め得る事當然である．1　　夏　柱上愛歴器の場合　　A．試験要領　　試料としては　　’　　1KVA　1φ　60k　　　　−一次電Pt　　3450　V　3300　V　3150　V　3000　V　　　　二次電堅　　220V及び105　V　、の柱上愛墜器を用い，第14団の場合に就き・高璽線輪及　　び低塵線輪のサージ・インピーダソスを測定し，その測　　’定オッシP’グラムを第15園に示し計算詰果を第10表に示　　した亦前回と同様にLて求めた侵入容量を第11表に　　示す．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　v�n＼、　　　、N弄：B．サージ・インL“　・・ダン3の計算！’、　．・＿　’r前回に示したと同様1の方法にて求めたのであるが，今回は�@及び�Aの電位V・及びV2は，　V2の最大になつた時刻のv1及びv2を用いて計算した，今回の高墜線輪のサeジ・イシピPダンスの測定は反射波が露つて來る迄に相當の時間を要する爲に之に依り邪魔される事がなかつたが，衝馨波印加側に入れた抵抗Rの値を相當に大きくぜねばならぬ關係上，憂璽器の少しの侵入容量も相當に影響して困る場合もあつた．例えば第15圖（iii）（ハ）R＝s　K9の場合の如くである・　次に低睡線輪の場合は，此の線輪は麺が少い爲に速かに反射波が蹄つて來て，此の爲にサ←ジ・インピFダソスは求められなかつたのであるが，念の爲に最初の反射波が蹄つて來る時刻のVl及びむ2より求めてみたなフお本場合は見掛のサ’・一ジ・イソピーダンスとして低璽線　　　　　　　　　＼蓋・ル議門翻直IR・・）下・・（mm）1！，・（mm）1・・困［t・（・・S）＼T（μ・）．c（μF）一1　第3圓」，L（ロ，　　　　”　　　（ノ・）一■凹ロー一■一一一』一一工」一一．．五■■■一〃（f2第3圃（ii）一上！Lこ　　”　　〈ロ）〃（△）t第3圓　（iii2−（ゴ）　万　　　（叫〃（ハ）＃7286i．＃72s7＃7288＃7z97＃7298＃7299＃7281．＃7282＃V283第3圓（i・）（司＃7ag4〃〃・第3固　（v）　（L竺2　　”　　（ハ）　　lt　　”　　（ホ）第3圓（vi）（イ）L＃て2S9tl’、〃　　　（ノ・）i　　＃　7295（二）　　＃　7296−　＃7277　　　＃7278（二）　　‡f　7279　　　＃7280　　　　　〃　　（二）‘『　軽圏．せ⊇」（ゴ2　　　　　”　　（ハ）　”’第る圃（viii）（／f）　　一　一一”　　（ロ）　　一〃一　‘一（’・（）　　第び固ユ返〕」互⊇．　　一〃　　（ロ）　　　　一’tl−一．　（ノ・）　　第9固（x）（イ・）　　　　　〃　　（ロ）　　．一一万一　　（ハ）　　　第葱圖一（3zi）（こ旦　　一〃　　（ロ）　　←一丁一一　（ノ・）　　、第ぎ固1（xii5（イ）．　　　　　”　　（ロ・　　　一一〃一一（ノ：）（一P▲　一ま‡−7290−（ノ、）　　＃　7291　　　＃　7292　　　＃．7314　　　＃7315　　　＃−7316−　　　＃7317　　　茸一73181　　　＃7310　　　＃7311　　　＃7312　　　＃7307　　　＃730S　　　＃7309　　　＃’7301　　　d‡7302　　　＃7305　　　＃7304　　　＃二73（亘一　　　＃7306　26．5　26．0　23．8−・−19．0　23．2　24．5　21．0　25．Oi−一：．　26・O．−　24．0　23．5　19．51・　24．5　24．2．−24．0　20．oT＿　19．0　2砥o−　24・0　24．2　26・・「．．一二26・5＿−　24．5．．・26．〇二　26．0　24．0　25．〇二　25．5　25．o．：　24．0　22．3．・二25．�B二　24．5−22．5二・．　23．0　、　24．0　24．52505002．65　　　　　　32．82．6　　　　23．400・2，0002，000＿．500　�H　2，000　500−　　250　　250−．’500　2，000　　250　　500　　601L　2，000．−2・ρ00　　500　　250　　90＿−250−1：　　5CQ　　500．一一　　250　　90　　600　　256　二go−−　　go−−　　250　　500　−90　　250　　500二　　500　　250　　900．S31．001．04　　　1．001511．20「　　　　0．00091第零3§＿．　　2L4一一　［−o−　4．16　10．000761．917ユ06．39　18．O　I0．OJ145一一一A．A一2．3220．902．53．130．00228　　　　2．45一．■＾　　22．0r−一一　〇一．．　−　　　1．51．880．00272　一A．2．1　　　一18．9一．−　　0　一3334．16・一一一一i・．．一．一・2．5・22．502．53．130．002282．6　「一・一一　　　23．401．672．090．00304・−　　2．4　　　　2L6一一　　　02．082．6　　　　　一〇．003782．35一一・21．1　　　　　0　　一3．754．690．00341一一一一1．9517．50　　’7．59．380．00171「・一一　　2．45’1　　　　　　　　−22．1　　　　一〇　　　一．0．630．790．00116一一一・．一一．・へ2．4221．80ユ．21．50．00109一　　．A2’421．601．21．50．00091一一一一　．・一1−「2．018．00＼　　3．64．50．00082一一・一．A1．917．10，4168．7510．30．00187一一一一一2．320．703．33：4．160．00302一一・一・2．421．6　0−一2．53．130．00455　　　．．2．422］．8　0A・一　　1．25−一一一1．560．00632．6523．8　0．ゴ　　　ユ．〇一一1．250．00182一　．一2．6523．80］．54−−11．930．00142．45一一一22．004．165．20．00378．一一．　　2．623．4−＝7　　一一・0　　　一3．334．16一一＿0．00605　　　　　　　　．一一一一一一　一一一　一　一一2．623．401．672．090．00845・一一一．一・2．4＿＿一一一　　21．6一　　〇4．165．2　　−0．00378一　．一．一一　　2．5一一　「　　22．5　　　04ユ65．20．00756・．−−一一一　　2．55　　　　　　　・一・　　23．0　　　　一一一　　〇2．863．570．0144，　一一　　2．522．5一一　　〇　　　一3．7一　．−　　4．62　　一〇．0187．一．一一一　　24．21．3一一　〇4．165．2　　　　一一〇．OO755一一．一一一一．一．−　　2．23一　20．コ一　　〇4．175．22、0．0038一一一　　2．522．503．754．690，019一．一’・．一一一一2．4522．004．165．20．OC756225　　一20．20　一一一4．16　　一15．2　−0．00378一A　　ち．3　一一一一一　　20．7　一一　04．5S　　　一5．73　　一一一・0．00416　　一2．4一・．一　　　21．3．一一　　〇．一・一．・一　　　　　一．−　4．3　　　　　．5．37　　一　　　一．．−0．007S2−⊆．＿2．4522．003．s54．80．00194s44（44）9表三菱電機・第22巷第1號・JANUARY　1948�Qξ4i’圃　　　　番フヰルム番　　號R（Kρ｝砂1（mm）　　　■む2（mm）z−R・・（K9）　　　幻1一む2　　22・01　　29．3　．一　　　　　　　　　　一一、一第15圖（’）｛鐘撒1一　23．5　．一．　24．0　　−一一　24．0　　　　一21．O　l22．0−卒均32．15L−24・0．・−　　23．0　　20．0一一＼‥一．第15圃（ii）（イ）　　　　　　　　　　（ロ）　　　　　　　　　　（ハ）＃　7384　−．一．＃　7385　　　「＃　73863　　　　−222．0一21．亘　20．5　　　　　25−一　　　　　　　　一一一．．　　　　31．5−一一．・　　　　　　　　　・　　　　　2ラ3卒均27　．9＃−738712＃　7388　396第15圖（iii）’（イ）　　　　　　　　　　（ロ）　　　　　　　　　　（ハ）　　24．5一一A・一”　　24．5　　　　＿一一　　24．〇一一　　23．5　　一70．5卒均83．2］73額gl5一＃　　7390　　　5　　　　　　41．0＃−73911−　3．一一，一一一41．097．5第15圃（iv）（イ）　　　　　　　　　　（ロ）　　　　　　　　　　（ハ）　　39．0　　−−　　39．5−．一．　　40．079．2卒均85．6＃−739212・．−　　　　41．O80．0＃　7393　「．一．−　「　　2　　　　　9．0−　．−　　　6．01．33第15圓（V）（イ）　　　　　　　　　　（ロ）　　　　　　　　　　（ハ）＃73旦4＃　7395　　3−一「「　　1　　22．5　一一・　　21．0−「　．一一．　　20．01．2卒均1．2911．71．33第15圖（vi）（イ）＃　7396，一・−1　　！24．O　　　　　　　　　　l二�g」認L−1　｜一；：：：一一　　　　　　　　　　（二）1出ξ一7399　　　3　　　！　　25．0一．一　　　　！　　8・0−‘　　5．5　1　　12・O　l　　　1−．一　　　　　　　　　一．一．一一一　　　8．O　I　　　O．97　　　　　　　．．・　　　　　　　　　　　　　0．94　　　　　　　　　　　　　0．85　　1一．．−1鞠0・94　　　　　　1元�e＝�n�n∵�i�n11｝．ご亘恒：鶏　　　　　　C．’侵入容量の計算　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t／　　　　　　前回に示した同一方法にて　　　　　　侵入容量を求めた低睡線輪　　　　　　は反射の影響の爲に求められ　　　　　　なかつたが，高堅線輪に於て　　　　　　は第11表に示した如く安當な　　　　　　値を示して居る．第11表申第　　　　　　15圖Gii）（ハ）は反射波の影　　　　　　響の爲に非常に異る値を示し　　　　　　た．　　　　　　W　遮断試験用2000KVA　　’　　　　　　　　　交流登電機の場合・　　　　　　A．試験要領第15圃（vli）（イ）＃　7400　　　　　　（ロ）！’t［　　7401＿＿＿＿⇔匿一π02第15圓（viii）（イ）i＃　　　　　（・）茸　　　　　（ハ）741坦740474051二〇．50．510．25　19．0　　　6．〇二1915二　二lii＿〇二　18．5　　13．022．5　　　　14．521．5　　　　10．521．0　　　　　16．01．38L291．180』10．920．8卒均1．28卒均0．88第　　1　0　表輪他端開放及び接地の場合の全然異る所を見てもよいのであるが略す．　第10表に示した如く，高塵線輪は大鶴安當な値を得て居るのであるが，低璽線輪は反射波の影響の爲に随分値が小になつて居る・高墜線輪の結果を要約すると・酬蹴地く瓢�f蓋；1：；篇低塵側開放く誘灘諮：きとなり，’低墜側の短絡接地及び開放により随分異るのである．『一回轄戴　900R．P．M．極　　歎　　8　相　　　3相定　　格　一時間定格を用い，第16圖に示す結線の場合に就き測定して，その測定オッシログラムを第17圖に示し，計算値を第12表に示した．試料としては，當高歴室所在の遮断試験用交流襲電機即ち容　量　2000KVA電墜3300V電　洗’350A　　制動捲線　　有　　　型　　　凸極型　　周波籔　oo・eB．サージ・インピーダンスの計算前回の墜匪器の場合と同一の方法にて反射波が邪魔をしない，衝撃波印加瞬時のVl及びV2より求めた．第12表’1フヰ違�kn昆nヂ�_　R（ρ）　Vo．1（mm）むo．9（mm）’1（μぶ）’2（μ∫）T（・・）lc（・珂第15圓（i）（イ）　　　　　　　　　　　　　　　　一tr23．00．000442．一一．一（ロ）22．0　　2，000　一一．　　3，000　　5，000−一・　　　2．3・一一一　　　2．2　　2．10．000422一〃　　　（ノ・）0．000404　　＃7381　　　−．　　20．7　　　　　一一　　19．8．　一一一一一　　18．9−　　18．0　　18．9　　18．9．　　2．5　　　　　−1−　　　3，34・一＿　　5．0　　4⊃9　　238　　　1．67第15圓（ii）（イ）5，0002．0　　0．56　　　　−−　　0．56　・一．一一　　〇．56−　　0．24．一一　　　2．43　　　　−．　　　　3．48・一一一一一　　　5．55　　　　　　−　　　5．01　　　2．98　　1．．＿0．000365一．一〃　　（ロ）　　21．0　　瓢0．0　　2工0．3，0002．10．000362〃　　　（ハ）2，000　　　　一0．000378第15岡（iii）（イ）一一　　　　　　　　一2．45−一2240．000407〃　　　（ロ）　　　・−2．45一．一．．一　1．79　　2．5T−一．2．680．000325〃　　　（ハ）．一．一　　　、一．　　一一　　　　一2．3　．0．00112第15圃（iv）（イ）＃7387　−＃7388　−一＃7389　−・＃7390　−＃7391　−一．＃7392　　．．　．23．039．040．0　　−・40．0　　2，000−　　3，000　　5，000　　5，000　　　．　　3，000　　豆，000．　一．．　　22．0−・　　　　　一一一　　22．0　幽’一　＿　　20．7　　35．0　　　36．0　　3610　　0．357一一　　〇．5　　0＾一一一一．・0．000363〃　　（ロ）　　　3．9　　　4．0−一・一．「　　　4．012．84．01．51．515．45jo1：871．870．000226〃　　　ハ）0．00034サージ・インピーダンスの簡易測定法・安藤第　　11　　表（45）45’�j’］・ド；：ノ1］・．J：1二li1囹番IV・（mm）1巧（mm）a第17圃　（i）（イ）　　〃　　（ロ）tt（ハ）7．211．011．213L31，6．1．0卒　均　値臨剖・（・）3・；一　9．41L2　100　50σ一工而z（£）　　　　　ab84．6851「894−86．45c7r4：0−17．5−］ioSd−一一79ρ・500　　　107．1．R第17圓−（ii）　（イ）L　10．2−1　　　生5，P（ロ）1tl（・洲17．0　　　3．019．0　　　1．51，999．一卒均値85．89｝厄6−　b’第17圖（iii）（イ）＿13：4−1　塾3．Tr（ロ）i　12．0CIs（ノ、）1　　13・92．82．64　均　値．dl　　i卒1第17同　（iv）　（イ）1　　14・9　　　　　　（ロ）1　　19．2　　　　　　（ハ）．頭酪1＿＿　9・0　　5．33・旦均　値4，1一19；2JI　11・3　1kOOO　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l100　　227500　　152　　　233　　　204　　5．9　　　　　100　　　　153　　13．9　　　　　500　　　　197�`‥i8．111，000；194．一一　　　　　！一　　　　　一l　　i81「7一e第17圖（v）（イ）1　7．03．3tlt，（ロ）！12．0（ノ、）　　11．9…．−1・2　1・o．、一瞬’3．7卒　均　値9．010．9　　　　　　　　　　　　91．8100　　　89．2500　　　66．71，000’i82．61第17圓　（vi）　（イ）‘　　　　　〃，　　f　　　己”均r　　　　　8．2　　1　　　4．0　　　　　4．Z　　1　　　100　　1　　　95．3　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（・）1170≡2・0　15・0．1−」00□＿面　　　　　　　」．8」鯉11，0001．．＿109・9（・・）．1賠二　　　　　　　　　　　　　　　　　　　90．6　」返・　1ゴ了�`も第　12表に示した結果を要約すると，二重星形結線く�f塁蓋一醒形賑犠一重三角賑欝86．4290．6Ω204．0Ω181．0Ω82．6Ω90．6∫2を得て，各結線に於て他端開放及び接地の時に異る値を記したのであるが之は同一のものを示す事も，その値より明かである．、家に二重星形及び一重三角結線はその値が等しく，一重星形結線の場合の約牛分に當る事，及び以上求めた護電機のサージ・インピFダソスの値がケt−‘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨブルの場合より大きく架室線の場合より小さい事は既知の事であるが面白いと思う．V　結言ft‘以上過渡現象直覗襲置を用いて，鑓歴器及び護電機の如き複雑なもののサeジ・イソピ←ダソスを實測した値を示したのであるが，それが大陛妥當な値を示して居り，且つ適當な注意を以て實施すれば更に確度をあげ得ること勿論である．亦サ←ジ・プル・・”フ鍵塵器の如きものは，静電板の爲に，サt−一ジ・イソピFダソスが蔓化をなし，且つ見掛のサt・ジ・インピFダンスとして求めるならその値に正負或は無限大の生ずる事も當然であると思考する次第である・　上記のサ←ジ・イソピ←ダソスの測定に附随して侵入容量を求めたのであるが適當な注意を以て行えば，簡軍に各機器の侵入容量を實測出來る事が解ると思．う．以上種々假定を設げて多大の誤差を含む事承知の上でサージ・イソピt−一ダソペ及び侵入容量を求めたのであるが，之に依り，サ←ジ・プルFプ愛塵器の如き複雑なものに就いても簡里に，サrジ・イソピ←ダソス及び侵入容量を測定出來る事を示し得たと思う．諸賢の御参考ともなれば幸甚である．最後に終始御指導を仰いだ木村課長に厚く感謝する次第である・参　考　文　献（1）三菱電機昭22年3’月p．1↓／46（46）三菱電機・第22巻第1號・JANUARY　1948新製品紹介電塵が低下しても「話の泉」「二十の扉」が　　　　　　　　　　樂しく聴かれる！自動電壁調整器一蒙團藁の中心になるラヂオに，是非一裏御備え下さい．スマートな意匠と，素晴らしい性能が，御部屋と生活を明るく致します．W一度スヰッチを入れたら，自動的に電墜を保ち電塵が　調整されて切換えの必要がありません．★一定の電睡を保ち，電堅が攣つても眞塞管を傷めませ　ん．★猶，本器はラヂオ以外にも使用出來ます．仕　　様外形寸法（横）176粍×（縦）220粍×（高サ）220粍電　源　電　堅　　70〜110V負荷電堅　　100V周　波　藪　　　60〜出　　　　力　　　60VAf「三麺機壌醸11端掲載内容MH型高速度纏電器の動作特性……………・…・・…津崎ケルピソパラソスに依る電氣計器の一較正法・…・・大野歪ガラスの光弾性試験への一億用……………・…・・Pta　野21°KV　11卯゜°KV�f灘菱績）……………安藤熔量鐵製・グナ…ソ整瀞一・一・…・…篇護軍相整流回路の解祈…・……・……・…・………・…司ヒ垣新製品紹介　三菱ダイナミツクスピーカー　三菱ソルダー一リソグペースト　防爆型押釦開閉器「三菱電機」R8卜2戸容豫定22年度製品概況電力用電機晶電動力懸用品一般ヱ業用品電鐵用電機品電子工學薩用晶家庭用電氣品「三菱電機」VOL．22　　NO．1　昭和23年4月15日印刷【禁無断轄載】　昭和23年4月20日護行　　　’定　債1部　　金　4圓（法料￥240銭）憶編輯兼登行人印　　刷　　者印　　刷　　所登　　行　　所小林稻城　東京都中央匿銀座3丁目4番地佐　　藤　　保　　太　　郎　東京都申央匿銀座3丁目4番地文nv　，堂印刷株式會肚　東京都千代田匿丸の内2丁目2番地三菱電機株式會杜内　　「三　菱　電　機」編　輯　部　　　　　電話丸の内（23）3344（6）　　　　　日本出版協舎々員番號B213013（PX−ISB型250　V　5　A押釦開閉器）三｝菱電機布辰弍t會砒
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